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夏を満喫、サンドアート
　今年、約40年ぶりにアカウミガメが上陸した阿万海
岸海水浴場で、７月 22日、全国サンドアートコンテス
ト大会が行われました。当日、20組、220人が参加。
　スコップやこてなどを使って、タコやヤドカリなど
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暑
い
夏
が
続
き
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
に
は
体
調
管
理
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
先
日
、
冬
柴
国
土
交
通
大

臣
と
「
兵
庫
県
市
長
・
町
長
要
望

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
名
の
市
長
代
表
の
一
人
に
私
も

選
ば
れ
、
淡
路
地
域
か
ら
二
点
の

要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
前
向

き
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
署
名
等
皆
様
方
に

ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
神
戸

淡
路
鳴
門
自
動
車
道
通
行
料
金
の

低
減
化
で
す
。
観
光
、
農
漁
業
・

瓦
等
地
域
特
産
品
の
物
流
、
企
業

誘
致
や
定
住
な
ど
へ
の
対
応
と
し

て
非
常
に
重
要
な
要
望
で
あ
り
、

何
と
し
て
も
実
現
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

冬
柴
大
臣
か
ら
は
、「
地
元
の

協
力
も
必
要
で
あ
る
が
、
現
状
の

軽
減
措
置
の
結
果
も
踏
ま
え
つ

つ
、
物
流
の
効
率
化
の
観
点
か
ら

料
金
社
会
実
験
を
検
討
し
、
夏
ご

ろ
か
ら
実
験
を
開
始
す
る
予
定
」

と
の
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
恒
久
的
な
低
減
化
実

現
ま
で
に
は
課
題
が
多
く
、
今
後

も
島
民
・
市
民
が
団
結
し
、
よ
り

一
層
の
魅
力
づ
く
り
や
ふ
る
さ
と

の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
津
波
・
高
潮
対
策

で
す
。
福
良
地
区
を
対
象
に
国
土

交
通
省
、
県
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
お
り
ま
す
福
良
港
津
波
・
高

潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
に

つ
い
て
、「
早
期
完
成
に
向
け
支

援
し
ま
す
。
知
恵
と
工
夫
を
活
か

し
防
災
と
地
域
振
興
を
融
合
さ
せ

た
取
組
へ
の
支
援
を
検
討
し
ま

す
。」
と
の
前
向
き
な
考
え
方
を

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
や
県
も
財
政
難
の
折
、
要
望

ば
か
り
で
は
な
か
な
か
実
現
し
ま

せ
ん
。
地
域
が
ま
と
ま
り
熱
意
を

見
せ
な
が
ら
、
自
ら
の
地
道
な
努

力
や
工
夫
が
な
け
れ
ば
相
手
に
し

て
く
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
と
も
す
ば
ら
し
い
「
ふ

る
さ
と
」
づ
く
り
に
特
段
の
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
た
め
、「
自
然
と

文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
笑
顔
あ
ふ

れ
る
子
ど
も
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ

し
い
子
育
て
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
そ
の
愛
称（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
）

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
選
定
の
結
果
、
採
用
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
、
家
庭
や
子
育
て
の
大
切
さ
を

考
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
を
め
ざ
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
、
親
し
み
の
あ
る
子
育
て

応
援
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の
た
め

に
公
募
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
開
か
れ
た
選
定
委

員
会
（
谷
口
紘
也
委
員
長
、七
人
）

に
は
、子
育
て
中
の
母
親
や
高
校
、

中
学
校
の
生
徒
も
参
加
。
幅
広
い

世
代
の
目
か
ら
作
品
の
選
定
を
行

い
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
愛
称
は
、
今
後
、
市
の
印

刷
物
や
封
筒
な
ど
に
掲
載
す
る
な

ど
幅
広
く
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

市
内
外
か
ら
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
百
十
九
点
、
愛
称
百
三
十

点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
】
採

用
作
品　

松
本
ひ
ろ
み
（
赤
穂

市
）、
佳
作　

前
田
亜あ

や

か

耶
華
（
福

良
）、
杜と

だ多
利
夫
（
神
戸
市
）

【
愛
称
】採
用
作
品　
「
ゆ
め
る
ん
」

柏か
し
わ
ゆ
う
り

侑
里
（
賀
集
）、
佳
作　

山
内

佳
代
（
市
）、
水
田
真
紀
（
八
木
）

▲中高生も入って真剣に選定する委員

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生

　

夏
本
番
の
季
節
を
向
か
え
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
倭
文
中
学
校
の

プ
ー
ル
で
、
体
験
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
に
は
、
総
合
学
習
の

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を

選
択
し
て
い
る
三
年
生
六
人
と
、

二
年
生
一
人
が
受
講
。

　

生
徒
は
市
教
育
委
員
会
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、

六
月
十
五
日
に
カ
ヌ
ー
を
体
験
。

七
月
六
日
に
は
、
初
心
者
用
小
型

ヨ
ッ
ト
二
艇
を
浮
か
べ
、
帆
や
舵

の
操
作
を
体
験
。
最
後
に
は
上
手

に
風
を
と
ら
え
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
水
上
を
走
る
快
感
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。

▲インストラクターの指導を受けなが
　らヨットの操作をする生徒

倭
文
中
学
校
で
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
体
験

プ
ー
ル
で
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

愛
称
は
「
ゆ
め
る
ん
」
に

　

コ
ア
ラ
を
飼
育
し
て
い
る
全
国

の
動
物
園
関
係
者
と
大
学
研
究
者

ら
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
行
う

「
第
二
十
四
回
コ
ア
ラ
会
議
」
が
、

七
月
四
日
と
五
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

淡
路
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
全
国
九
か
所
の
飼
育

施
設
の
う
ち
八
施
設
か
ら
約
三
十

人
が
参
加
。
世
界
の
珍
獣
と
い
わ

れ
て
久
し
い
コ
ア
ラ
は
、
ス
ト
レ

ス
に
弱
く
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
飼
育

が
難
し
い
動
物
で
す
。
各
施
設
で

も
高
齢
化
が
進
み
繁
殖
率
が
落
ち

て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
そ
の
現
状
を
踏
ま

え
、
飼
育
技
術
の
向
上
を
目
指
し

て
、
各
施
設
か
ら
具
体
例
を
挙
げ

て
研
究
成
果
を
報
告
。
ま
た
お
互

い
熱
心
に
意
見
を
交
わ
し
あ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
で
六
十
三
頭
の
コ

ア
ラ
が
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
六

頭
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
飼
育

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲コアラ飼育の研究発表をするイングランドの丘
　の小口さん

コ
ア
ラ
の
飼
育
技
術
向
上
へ
意
見
交
換

　

非
行
少
年
の
更
生
保
護
に
取
り

組
む
保
護
司
や
更
生
保
護
女
性

会
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
ら
で
組
織
す
る「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
南
あ
わ
じ

市
実
施
委
員
会
（
委
員
長
、
中
田

勝
久
市
長
）」
で
は
、
７
月
、
市

内
の
量
販
店
な
ど
で
非
行
防
止

を
呼
び
か
け
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
等

二
千
八
百
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
法
務
省
が
提
唱

す
る
全
国
的
な
取
り
組
み
。
将
来

の
日
本
を
担
う
、
青
少
年
が
罪
を

犯
し
た
り
、
非
行
に
走
っ
た
り
し

な
い
よ
う
、「
社
会
全
体
で
青
少

年
を
温
か
く
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
に
よ
る
と
、

昨
年
南
あ
わ
じ
市
で
検
挙
・
補
導

さ
れ
た
少
年
は
五
十
四
人
で
、
前

年
に
比
べ
七
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

関
係
者
か
ら
は
「
非
行
防
止
に

は
、
家
族
ま
た
は
友
人
、
地
域
の

隣
人
等
と
の
良
い
人
間
関
係
の
絆

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲量販店でチラシ等を配る委員

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

全
国
コ
ア
ラ
会
議

神戸淡路鳴門自動車道利用促進・料金低減化を考える

第１回淡路島民フォーラム
　本四道路の利用料金低減化

を実現し、淡路の活性化に結

びつけようと、５月に「神戸

淡路鳴門自動車道利用促進淡

路島民会議」を結成し、国な

ど関係機関に対して要望活動

を展開しています。

　この運動の一環として、島民の意識啓発と更なる運動の盛り

上がりを図ることを目的に開催します。

◆日時　８月11日（土）13:30 ～ 16:30

◆場所　淡路市立しづかホール

◆内容　基調講演「世界の架橋と地域の発展」（講師：加藤惠正

　兵庫県立大学教授）、現状報告、基調提言、本四道路利用促進

　パネルディスカッションほか

◆主催　神戸淡路鳴門自動車道利用促進淡路島民会議

問市長公室☎ 43-5002、淡路広域行政事務組合☎ 24-4770

市民フォーラム 2007

少子対策・子育て支援
フォーラム

◆日時　９月８日（土）13:30 ～

◆場所　三原公民館　大ホール

◆内容　地域全体で結婚や子育てを支援す

るネットワークづくりをテーマに、基調

講演やパネルディスカッション。詳細は、

広報９月号でお知らせします。

問少子対策課☎44-3040

８月は道路ふれあい月間
　ポイ捨て・無断の張り紙・はみ出し看板
の設置など、道路を汚していませんか？
　道路はみんなのものです。正しく安全に
使用しましょう。

国土交通省・兵庫県・南あわじ市

▲ゆめるん
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七
月
八
日
、
市
内
在
住
の
外
国

人
や
地
元
住
民
が
市
内
の
文
化
施

設
を
訪
れ
、
お
互
い
の
交
流
を
深

め
る
国
際
交
流
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ

国
際
交
流
サ
ロ
ン

異
文
化
交
流
を
と
お
し
て
人
権
感
覚
を
育
む

▲産業文化センターで瓦に模様や字を刻む参加者

　

来
年
一
月
十
三
日
（
日
）、
南

あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
で
開
催
さ

れ
る「
成
人
式
」に
向
け
て
、当
日
、

新
成
人
を
迎
え
る
青
年
で
組
織
す

る
実
行
委
員
と
前
年
度
の
実
行
委

員
ら
で
組
織
す
る
若
者
グ
ル
ー
プ

「
Ｆフ

ロ

ン

テ

ィ

ア

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
が
、

七
月
十
五
日
、
成
人
式
の
引
継
ぎ

を
兼
ね
、
交
流
会
を
西
淡
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
三
十
人
が
出
席
し
、
引

継
ぎ
式
を
行
っ
た
後
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
花
火

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

引
継
ぎ
式
で
は
、
前
年
度
副
委

員
長
の
眞
野
あ
か
ね
さ
ん
（
北
阿

万
）
か
ら
今
年
度
委
員
へ
激
励
の

あ
い
さ
つ
。
ま
た
今
年
度
委
員
長

の
窪
田
雅
之
さ
ん（
福
良
）へ
、「
実

行
委
員
長
」
と
書
か
れ
た
「
た
す

き
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
窪
田

さ
ん
か
ら
は
「
一
生
に
一
度
の
成

人
式
な
の
で
、
悔
い
の
残
ら
な
い

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
自
己
紹

介
や
前
年
度
の
苦
労
話
、
今
年
度

の
目
標
な
ど
の
話
題
に
花
が
咲

▲前年度委員からたすきを受け取る窪田委員長（左）

来
年
の
成
人
式
に
向
け
、
一
致
団
結

一
本
釣
り
ぬ
し
ま
鯵あ

じ

フ
ェ
ア
ー

沼
島
の
ア
ジ
を
振
舞
う

4
広報 

き
、
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

沼
島
で
捕
れ
た
良
質
の
鯵
を
観

光
客
ら
に
ふ
る
ま
う
「
一
本
釣
り

ぬ
し
ま
鯵
フ
ェ
ア
ー
」
が
七
月

二
十
一
日
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー

ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
の
農
漁
業

体
験
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沼
島
は
、
鯛
や
鱧
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
種
類
の
豊
漁
場
で
、

そ
の
魚
は
東
京
や
京
阪
神
に
出
荷

さ
れ
、
美
味
で
あ
る
と
高
い
評
判

を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
鯵
は
、
油
の
乗
り

が
良
く
甘
い
の
が
特
徴
。
ま
た
一

本
釣
り
で
捕
る
の
で
、
網
の
傷
が

つ
か
ず
、
品
質
が
良
い
ま
ま
水
揚

げ
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鯵
の
お
い
し

さ
を
島
内
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
将
来
は
ブ
ラ
ン
ド
化
や
商
標

登
録
に
繋
げ
よ
う
と
、
今
回
初
め

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
約
九
百
匹
の
鯵
を
、

漁
師
が
腕
を
振
る
い
、
焼
き
も
の

や
刺
身
、
た
た
き
に
し
て
ふ
る
ま

い
、
夏
休
み
に
訪
れ
た
観
光
客
ら

は
、
思
わ
ぬ
も
て
な
し
に
、
喜
び

舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き

る
年
金
加
入
記
録

▽
こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
の

加
入
記
録
（
加
入
制
度
、
事
業

所
名
称
、
資
格
得
喪
・
喪
失
年

月
日
、
加
入
月
数
な
ど
）

▽
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

▽
船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額

▽
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額

※
共
済
組
合
加
入
期
間
は
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
年

金
受
給
中
の
方
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

◆
閲
覧
方
法

　

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.sia.go

.jp
/

）
を

開
く
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
左
上
部

に
あ
る
「
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ

ス
」
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
。

◆
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
登
録

「
ご
利
用
登
録
」
の
画
面
で
、

基
礎
年
金
番
号
や
ご
自
身
で

設
定
す
る
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を

入
力
す
る
。

②
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

の
発
行　

社
会
保
険
庁
に
よ

る
本
人
確
認
の
後
、
ユ
ー
ザ
ー

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
自
宅

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
発
行
ま
で

２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧　

郵

送
さ
れ
た
ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
閲
覧
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
・

　

６
５
７
８
３
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
、
24
時
間
、
土

日
も
対
応
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す

　

島
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
う
夏
を
前
に
、
市
で
は
気

軽
に
予
約
せ
ず
市
内
の
産
業
や
歴

史
、
文
化
等
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
を
集
約
し
た
「
南
あ

わ
じ
市
わ
く
わ
く
体
験
ガ
イ
ド
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

Ａ
四
版
カ
ラ
ー
四
頁
に
、
二
十 

五
施
設
の
体
験
ス
ポ
ッ
ト
と
地
図

を
掲
載
。
市
内
の
観
光
施
設
等
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

体
験
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
を
発
行

▲わくわく体験ガイド

　

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
、
安
否
確
認
や
見
舞
い
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
の
電
話
が
急
激
に

増
え
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い

状
況
が
一
日
〜
数
日
続
き
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
五
日
間

続
き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
災
害
で

通
話
が
つ
な
が
り
難
く
な
っ
た
時

に
限
り
、
利
用
可
能
な
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

家
族
で
利
用
方
法
の
確
認
を

　

南
海
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大

規
模
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
い
ざ
と
い

う
時
に
、
家
族
の
皆
さ
ん
の
安
否

を
確
認
す
る
手
段
と
し
て
、
上
手

に
活
用
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

被
災
地
の
方
が
安
否
情
報
な
ど

を
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
セ
ン

タ
ー
に
録
音
し
て
お
け
ば
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
（
被
災
地
以
外
の

方
で
も
可
）
誰
で
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
再
生
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
７
１
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
ペ
ー
ジ

　

利
用
方
法
は
「
１
７
１
」
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
、
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
伝
言
の
録
音
・
再
生
を
行

う
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
。
公

衆
電
話
や
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
会
社
で
も

同
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

　

携
帯
電
話
会
社
で
も
「
携
帯
電

話
災
害
用
伝
言
板
」
と
い
う
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
、
災
害
時
に
家
族
間
で
連
絡
を

取
り
合
う
方
法
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

海難事故、不審な船舶等を見かけたら

緊急電話１１８番へ

　不審な船舶等の発見や、
レジャー等に伴う事故が
発生した場合は、直ちに
１１８番通報（海上保安
庁）をお願いします。

で
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
そ

れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
公
共
施
設
や
観

光
地
、
祭
り
な
ど
の
ほ
か
、
ご
み

の
出
し
方
ま
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
Ａ
四
版
カ
ラ
ー
十
二
頁
。
市

役
所
の
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

▲５か国語で作成された外国人向け観光マップ

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
南
あ
わ
じ
市

国
際
交
流
協
会（
清
水
昭
男
会
長
）

と
教
育
委
員
会
の
共
催
で
、
諸
外

国
の
人
た
ち
と
の
相
互
理
解
を
深

め
、
人
権
感
覚
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
三
月
発

足
さ
れ
、
今
回
が
二
回
目
の
活
動

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
市
内
在
住
の
中
国
人

や
韓
国
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
交

流
協
会
会
員
の
二
十
七
人
が
参

加
。
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
地

場
産
業
の
瓦
に
自
分
の
名
前
や
模

様
を
刻
む
表
札
作
り
を
し
、
淡
路

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘
で
は
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

外
国
人
向
け
、
観
光
マ
ッ
プ
を
作
成

　

こ
の
ほ
ど
教
育
委
員
会
は
、
外

国
人
向
け
の
南
あ
わ
じ
市
観
光

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
住
む
外
国
人
に
利
用
し

て
も
ら
お
う
と
作
成
し
た
も
の

成
人
式
実
行
委
員
会

▲家族で鯵料理を堪能
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ご
み
を
減
ら
そ
う

　

私
た
ち
は
よ
り
快
適
に
生
活
す

る
た
め
に
、
大
量
に
も
の
を
つ
く

り
、
消
費
し
、
い
ら
な
く
な
っ
た

ら
捨
て
る
と
い
う
こ
と
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
捨
て
て
い
る

ご
み
は
、
回
り
ま
わ
っ
て
私
た
ち

の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
家
庭
ご
み
は
、
私
た

ち
の
税
金
を
使
っ
て
燃
や
さ
れ
た

後
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

も
の
の
原
材
料
は
、
大
半
を
海
外

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
森

林
伐
採
等
に
よ
り
地
球
温
暖
化
が

加
速
し
ま
す
。

　

今
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

区分 ごみの種類 注意事項 出し方

可
燃
ご
み

生ごみ、再生できない紙くず、プラスチッ
ク、ＣＤ、革製品、ゴム類、発泡スチロー
ル等

生ごみは水分をよく切る。金具、汚物等は
取り除く。家庭用ホース等は 40㎝以下に
切り、指定袋に入れる。

必ず市指定袋に入れ、口を
縛り出す。大袋１枚に、お
おむね10㎏以内。

資
源
ご
み

ペットボトル（ただし、食用
油のボトルは可燃ごみへ )

キャップ・ラベル ( プラスチック製は可燃
ごみ、金属製は不燃ごみ ) をはずし、中を
軽く水洗いする。
左記のマークがないものは、可燃ゴミへ。

軽くつぶして、ごみステー
ションに出す。

空缶類（アルミ、
スチール製の飲料
缶・缶詰・ミルク
缶・菓子缶等）

アルミとスチールの識別マークを確認し、分
別のうえ、異物を取除き軽く水洗いする。
左記のマークがない缶は、その他の金属類へ。

ごみステーションに出す。

びん類（飲料用・食品用びん等）
※割れたものは不燃ごみ

無色・茶色等、色別に分別。王冠・キャップ・
コルク等の異物を取除き、中を軽く水洗い
する。

ごみステーションに出す。

古紙類（新聞・雑誌・ダンボール・紙パッ
ク）
※次のものは可燃ごみへ。ビニールコー
ト紙、油紙、感熱紙、裏カーボン、防水
加工紙

チラシは新聞に含む。ボール紙・菓子箱・
ティッシュ箱等は雑誌に含む。
紙パックは内側を水でよくすすぎ、切り開
く。止め金・粘着テープ等の異物を取り除き、
袋に入れず種類別に十文字にひもで束ねる。

ごみステーションに出す。
ただし、雨天時や雨天予想
日は、出すのを控えてくだ
さい。

衣類（古着、繊維類）
綿やスポンジの入ったものは、可燃ごみ、
または粗大ごみへ。

ごみステーションに、十文
字にひもで束ねて出す。

白色食品トレー
※次のものは可燃ごみへ。発泡スチロール
（家電製品の緩衝材、農水産物の容器）、食
品トレーでも着色・シール等添付のもの

付着物を洗い落とす。取れない場合は可燃
ごみへ。

ごみステーションに出す。

有
害
ご
み

乾電池（アルカリ、マンガン）、蛍光灯、
電球、体温計、鏡、スプレー缶、100円
ライター、水銀または引火性物質を含む
もの

ボタン電池や充電式電池は家電販売店等に
設置してある回収ボックスへ。ライター等
は中身を使い切り、スプレー缶等はさらに
穴を開ける。

ごみステーションに出す。

不
燃
ご
み

資源ごみ以外の空缶類・びん類・ガラス
くず・陶器くず・炊事用品・針金ハンガー・
最大長辺40㎝以内の小型家電品等

ガラスの破片や刃物を出す場合は、鋭利な
部分を包装し、油性ペンなどで中身を明示
する。

ごみステーションに出す。

粗
大
ご
み

家電品（以下は対象外。テレビ、冷蔵庫、
冷凍庫、エアコン、洗濯機、パソコン）、
家具、建具、寝具、自転車、最大長辺
40㎝以上の大型ごみ

可燃製品類に金具等が取り付けられている
場合等、できるだけ可燃・不燃の分別をする。
ふとんは、たたんで、ひもで縛る。畳は１
度の搬入量を３枚以内とする。これを超え
るものは自己処理。

緑地区以外は、各地区リサ
イクルセンターへ持ち込む
（無料）。午前９時から午後
４時まで。

市
で
回
収
し
な
い
も
の

◆毒性ごみ・・・・・・薬品、劇薬、塗料、農薬など
◆危険性ごみ・・・・・ガソリン、灯油、消火器、ガスボンベなど
◆医療用器具・・・・・注射器、注射針など
◆農機具・建築廃材・・石膏ボード、農業用ビニールシート、マルチなど
◆自動車部品・・・・・自動車・オートバイ部品、タイヤ、ホイール、オイルなど
◆土砂類・・・・・・・砂、土、瓦、石、レンガ、灰など
◆その他・・・・・・・リサイクル家電５品目、パソコンほか処理困難なごみ

それぞれ販売店、病院、廃
棄物処理事業者へ相談して
ください。

※地区により異なる場合があります。ごみカレンダーをご覧ください

　

地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や
生
態
系
の
変
化
な
ど
、
深
刻

な
問
題
が
関
係
者
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
地
球
環
境
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
身
近

な
問
題
「
ご
み
」
に
つ
い
て
理
解
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

▲南あわじ市清掃センターでは、年間約14,000トンの可燃ごみが
　焼却処理されています

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う

　

兵
庫
県
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
と
し
て
「
５
Ｒ
生
活
」
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。

①R
ed
u
ce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

詰
め
替
え
商
品
の
利
用
等
、
ゴ

ミ
に
な
る
も
の
を
減
ら
す

②R
eu
se

（
リ
ユ
ー
ス
）

　

不
用
品
の
交
換
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
活
用
で
、
何
度
も
繰
り

返
し
使
う

③R
ecycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

分
別
収

集
に
協
力

し
、
効
率

の
よ
い
資

源
回
収
を

図
る

④R
efu
se

（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）

　

買
い
物
か
ご
の
利
用
で
、
過
剰

包
装
等
の
不
要
な
物
は
受
け
取
ら

な
い

⑤R
ep
air

（
リ
ペ
ア
）

　

電
化
製
品
や
家
具
な
ど
が
壊
れ

て
も
修
理
や
部
品
交
換
で
長
く
、

大
切
に
使
う

　

こ
の
ほ
か
に
、
ご
み
に
な
る
も

の
は
で
き
る
限
り
買
わ
な
い
、
使

え
る
も
の
は
最
後
ま
で
使
う
な

ど
、
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
家
庭
か
ら

出
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃

ご
み
、
資
源
ご
み
、
有
害
ご
み
、

粗
大
ご
み
の
５
種
類
で
収
集
し
て

い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

ま
た
、
ご
み
を
出
す
日
や
場
所

は
、
地
区
で
違
っ
て
い
ま
す
。
間

違
え
る
と
、
収
集
が
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
資
源
化
や
適
正
な
処

理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
区
ご
と
の
出
し
方
や
日
時
を

示
し
た
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
出
張
所
等
に
備
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
５
Ｒ
生
活
」
を
は
じ
め
よ
う

ご
み
の
出
し
方
の
再
確
認
を

ごみの分別と出し方

問生活環境課
☎43-5024
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個人事業税 １期
納期は、８月31日（金）まで

　口座振替が安心・便利です。
申込は、島内金融機関へ。
問洲本県税事務所☎26-2032

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
次
の
と
お

り
平
成
20
年
４
月
採
用
予
定
職
員

の
募
集
を
し
ま
す
。

▽
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員　

事

務
職
５
人
程
度
（
う
ち
身
体
障

害
者
若
干
名
）、
保
健
師
２
人

程
度
。
た
だ
し
予
定
人
員
は
、

成
績
等
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

▽
受
験
資
格　

20
年
３
月
に
高
等

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま

た
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
で
昭
和
57
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
　

身
体
障
害
者
の
場
合
は
こ
れ

に
加
え
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
。
①
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
②
自

力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護

な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
③

通
常
の
勤
務
（
原
則
と
し
て
週

40
時
間
、
１
日
８
時
間
）
に
対

応
で
き
る
④
活
字
印
刷
文
に
よ

る
出
題
に
対
応
で
き
る

南
あ
わ
じ
市
職
員
採
用
試
験
の
案
内

▽
第
１
次
試
験　

・
日
時　

９
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

・
場
所　

南
淡
公
民
館

・
方
法　

教
養
試
験
と
作
文
試
験

・
合
格
発
表　

10
月
下
旬
予
定

▽
試
験
案
内
及
び
申
込
書　

各
庁

舎
総
合
窓
口
（
中
央
庁
舎
は
総

務
課
）
で
配
布
。
郵
送
を
希
望

す
る
場
合
は
、
総
務
課
宛
て
に

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
角
２
号
、
宛
先
明

記
）
を
同
封
し
て
請
求

▽
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

〜
10
日
（
金
）。
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）            

▽
受
験
申
込　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
総
務
課
ま
で

提
出
。
身
体
障
害
者
の
方
は
身

体
障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
も

添
付
。
郵
送
の
場
合
は
封
筒
の

表
に
「
職
員
採
用
試
験
受
験
申

込
書
在
中
」
と
朱
書
し
、
必
ず

書
留
速
達
郵
便
で
送
付
。
た
だ

し
、
８
月
９
日
（
木
）
ま
で
の

消
印
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１
（
〒

６
５
６
―
０
４
７
２　

南
あ

わ
じ
市
市
善
光
寺
18
番
地
27

南
あ
わ
じ
市
役
所
中
央
庁
舎
）

▽
職
種　

消
防
職

▽
採
用
予
定
人
員　

５
人
程
度

▽
試
験
日　

第
１
次
試
験
＝
９
月

16
日
（
日
）、
第
２
次
試
験
＝

11
月
中
旬

▽
受
験
申
込
受
付
期
間　

８
月
１

日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）

▽
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
20
年

３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
総
務
課
☎
24
・
０
２
７
１

（
〒
６
５
６
―
０
０
２
１　

洲

本
市
塩
屋
一
丁
目
２
番
32
号

淡
路
消
防
ビ
ル
３
階
）

広
域
消
防
職
員
採
用
試
験
の
案
内

　

山
林
周
辺
で
鹿
や
猪
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
元
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
次
の
日
程
で

猟
友
会
が
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ
る
捕

獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

捕
獲
期
間

中
は
、
山
林

周
辺
へ
立
ち

入
ら
な
い
よ

う
に
お
願
い

し
ま
す
。

◆
期
間　

８
月
９
日
（
木
）
〜
10

月
31
日
（
水
）

◆
場
所　

▽
緑
地
域　

中
筋
、
徳
原
、
中
山

▽
西
淡
地
域　

湊
、
津
井
、
伊
加

利
、
志
知
、
松
帆

▽
三
原
地
域　

八
木
、
神
代

▽
南
淡
地
域　

賀
集
、
北
阿
万
、

阿
万
、
灘

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

山
林
周
辺
に
注
意

　
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
鳥
獣
の
捕
獲

自主放送「コミュニティチャンネル」プログラム
　　　　　　　　　　（アナログ３チャンネル）　　　
　※さんさんネットの番組は、毎週金曜日正午に更新されます。

時間 月　～　木 金 土・日

7:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

8:00 アグリネット（農業情報チャンネル）

さんさん
特集拡大
版

9:00 キッズステーション（CSサービス放送）
9:30 アグリネット（農業情報チャンネル）
10:00 お知らせ 
11:00 朝日ニュースター（CSサービス放送）

12:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

13:00 さんさん企画番組
さんさん
特集
拡大版

14:00 CSサービス放送（カラオケチャンネル）
15:00 アグリネット（農業情報チャンネル）お知らせ 
16:00

子ども科学番組（サイエンスチャンネル）
17:00 お知らせ 

18:00
淡路島テレビジョン (洲本市 ) または兵庫県
広報番組

CS サービス
放送（土：ホー
ムドラマ、日：
キッズ）

19:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第１週～
３週）、えほんのこべや（第４週以降）

20:00 さんさんセレクション（ドラマなど）
21:00 お茶の間学習塾（教養番組など）

22:00
さんさんニュースWeekly、第１週～３週：さんさんキッ
ズ・第４週以降：えほんのこべや

23:00 さんさん企画番組 さんさん
特集
拡大版

24:00
さんさんニュースWeekly、さんさんキッズ（第
１週～３週）、えほんのこべや（第４週以降）

※プログラムは、さんさんネットのホームページでも紹介しています。

問情報課 ☎43-5003、さんさんネット☎43-2345

現
在
、
加
入
促
進
期
間
中

お
安
く
加
入
で
き
ま
す

　

19
年
12
月
末
ま
で
に
加
入
申

込
み
を
さ
れ
る
方
に
、
加
入
促

進
期
間
中
の
特
別
料
金
と
し
て
、

２
万
１
千
円
（
加
入
分
担
金
と
引

込
工
事
費
を
合
わ
せ
て
）
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
宅
内
工

事
費
は
実
費
負
担
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

総
合
窓
口
、
連
絡

所
等
に
備
付
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
同
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

自
主
放
送
番
組

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ch
）、
民

放
７
ch
の
他
に
、
自
主
放
送
と
し

て
３
ch
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
放
送
は
、
地
域
に
密
着
し

た
話
題
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
取

材
・
編
集
し
、
テ
レ
ビ
を
通
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。（
左
表
）

西
淡
・
三
原
地
域
で

地
デ
ジ
対
応
工
事
中

　

現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
対
応
工
事
（
10
月
31

日
ま
で
）
に
よ
り
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
の
間
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

全
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
地
区
ご
と
に

断
続
的
に
停
止
し
ま
す
。

　

工
事
エ
リ
ア
へ
は
工
事
前
に
、

ケ
ー
ブ
ル
告
知
放
送
で
ご
案
内
す

る
ほ
か
、
事
前
に
広
報
車
で
も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
工
事
や
交

通
規
制
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
デ
ジ
詐さ

ぎ欺
に
ご
注
意
を
！

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便
乗
し

た
悪
質
商
法
が
、
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
不
審

な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
連
絡

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

疑
問
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ケーブルテレビの
ご加入はお早めに

情
報
課
（
☎
43
・
５
０
０
３
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

安
全

②
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
無
謀

運
転
の
根
絶

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
（
後
部
座

席
を
含
む
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策
協
議
会

（
市
・
警
察
署
・
交

通
安
全
協
会
・
自
家

用
自
動
車
協
会
・
自

治
会
・
老
人
会
・
婦

人
会
）

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

８
月
１
日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）
ま
で
の
10
日
間
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福
良
湾
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
２
尺
玉
花
火

▼

南あわじ市市民まつり

福良湾海上花火大会

盆踊り（阿波踊り）
◆日時　８月 12日（日）19:00 ～（自治会連）
　　　　８月 13日（月）19:00 ～（各種団体連）
◆場所　西会場（波止の
　浜）、東会場（ナルト薬
　局～明治堂）、中央会場
　（慈

じ げ ん じ

眼寺～浜辺洋品店）
◆内容　約 30の連が街中
　を元気一杯に回ります

大綱曳
ひ

き
◆日時　８月 14日（火）14：00～ 16：30
◆場所　慈眼寺前、東西 500ｍ
◆内容　江戸時代から続く大綱曳
　き。東が勝てば豊作、西が勝て
　ば大漁になるという。勝つのは
　どっち？ 飛び入り参加可能
◆駐車場　福良小学校
問同実行委員会事務局（商工観光
　課内）☎ 37-3012

◆日時　８月 14日（火）8:00 ～ 11:00（売切れ次第終了） 
◆場所　JAあわじ島福良支所
　周辺海沿い臨港道路敷地内
◆内容　新鮮な野菜や魚介
　類などの販売
◆駐車場　福良小学校、福良
　財産区、南淡図書館
問同実行委員会（商工会南淡支部内）☎ 52-0665

◆日時　８月14日（火）荒天時順延

◆場所　福良湾周辺（半径 400m地点）

◆内容　オープニングイベント　19:00 ～ 20:00
　（なないろ館前特設ステージにて盆踊り大会ほか）
　花火打上　20:00 ～ 21:00（約 2,000 発の花火で夏
　の夜空を音と光で奏で、福良湾一帯を彩ります）　
◆駐車場　南淡中学校、文化体育館、Ｂ＆Ｇ海洋セン
　ター、福良小学校
※シャトルバスで会場までピストン輸送します。
　福良小学校は徒歩
問同実行委員会（商工観光課内）☎ 37-3012

　第３回南あわじ

「ふれあい作文」の募集
　　「食」がはぐくむふれあい共生の都

ま ち

市、人権尊重のま

ちの実現のため、「ふれあい作文」を募集します。

　　「まちづくりは人づくり」を合言葉に、本人や家族、

地域の人などを大切にする思いが

込められた作文や詩を募集します。

◆応募規定　①市内に在住・在勤・

在学の方を対象② 600字以内③未

発表作品④応募作品は返却しませ

ん⑤応募作品は南あわじ市に帰属

します

◆賞　最優秀賞1点（副賞１万円相当）、優秀賞３点（副

賞５千円相当）、佳作数点（記念品）※入賞者のみへの

通知をもって発表とさせていただきます

◆応募締切　10月 31日（水）

◆応募方法　氏名（ふりがな）、住所、電話番号を作品の

表紙に明記のうえ、人権教育課まで提出

◆応募先　〒656-0393　南あわじ市湊90番地 1

　教育委員会人権教育課「ふれあい作文」係

問人権教育課☎37-3019

人権フェスティバル in 南あわじ
◆日時　８月26日（日）10時～

◆場所　南あわじ市文化体育館

◆入場料　無料

◆内容　野田淳子（歌手）トーク

＆コンサート（11：00 ～ 12：

30）、映画　「筆子　その愛」の

上映（14：00 ～ 16：00、「日

本の障害児教育の母」と呼ばれた石井筆子の生涯を映

画化）、在宅介護・福祉用具相談、福祉機器の展示と紹介、

特設人権相談、クッキー・ポップコーンその他の販売

問人権教育課☎ 37-3019

第 24回淡路人形浄瑠璃後継者団体発表会

パペットフェスタ
◆日時　８月11日（土）

　10:00 ～ 14:20

◆場所　三原公民館（入場無料）

◆内容　淡路人形浄瑠璃後継

　者団体の発表、淡路人形か

　しら展、人形絵画展ほか

★パペットフェスタ写真募集

　応募者全員に記念品。４つ切サイズ、締切９月１日（土）、

　提出先：淡路人形浄瑠璃資料館。同館で展示後、保存します

問㈶淡路人形協会事務局（生涯学習文化振興課内）☎37-3020

ひびけ！ 300人の「玉
たまさん

三」

市内３高校合同フェスティバル
　今年４月に淡路三原高校が開校し、あと２年足らずで三原、

志知両高校が閉校します。その３校の生徒たちが、伝統芸能を

継承し、お互いに交流することを目的に「とっておき！－『和』

の文化、３高校合同フェスティバル－」を行います。

　このフェスティバルでは、「ひびけ！300人の『玉三』」と題

し、高校生のみならず、一般住民も参加して、会場内全員でだ

んじり唄の「玉
たまものまえあさひのたもと

藻前旭袂三段目」を合唱します。

◆日時　８月24日（金）10:00 ～ 16:30

◆内容　舞台（13:30 ～、淡路人形浄瑠璃、だんじり唄、和太鼓）、

　展示（10:00 ～、

　生け花、書道、墨

　絵）、お茶席（無料、

　12:00 ～ 13:30）

◆場所　三原公民館

◆入場料　無料

問志知高校

　☎ 42-4433

姫路菓子博の前売券販売
　姫路菓子博2008が、来年４月 18日～５月 11日までの間、

姫路城周辺で開催されます。

　和菓子、洋菓子、中華菓子など全国

から有名なお菓子が集まる楽しい祭

典。前売券には、抽選で ｢海外旅行等

の素敵な賞品があたる ｣など、3つの特典がついています。

◆前売券金額（　）は当日券料金　大人1,500円（2,000円）、

　シニア1,200円（1,600円）、高校生1,000円（1,400円）、

　中学生600円（800円）、小学生以下は同伴者がいれば無料

　※11月１日から前売券金額が100円～ 300円上がります

◆販売場所　市役所総合窓口センター

問兵庫県実行委員会事務局☎ 079-225-5151・5161

▲６月27日、本番に向けて、三原高校で事前
　交流をする３校の高校生

淡路和牛を飼いませんか？
～ 新規飼養相談会 ～

　淡路和牛振興対策協議会（ＪＡ、市、県関係機関等で

構成）では、淡路和牛に関心をお持ちの方、初めて和牛

を飼ってみたいと思っている方への相談会を開催します。

◆日時　８月21日（火）午前10時～

◆場所　三原公民館講義室

◆内容　飼い方や経営収支、牛舎整備等の支援制度など

　※この他、淡路市（８月27日）、洲本市（８月31日）

でも開催しています

◆申込書　農林振興課（三原庁舎）、ＪＡ窓口

問農林振興課☎43-5025

福良夏まつり

交通規制にご協力を
　会場周辺に交通規制区間を設けています。当日、
警備員の誘導に従ってください。
　交通規制区間は、８月上旬の新聞折込チラシと
南あわじ市ホームページ等で案内します。

商工まつり

うずしお朝市



　

４
月
か
ら
広
報
に
係
わ
っ
て
４
か

月
過
ぎ
ま
し
た
。
若
い
頃
に
も
、
携

わ
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
年
月
が
過
ぎ
、
ま
た
町
か

ら
市
へ
と
範
囲
が
広
く
な
っ
た
こ
と

が
原
因
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
と
き
と
は
違
っ
た
感
じ
方
で
、
新

た
な
戸
惑
い
の
中
に
も
新
鮮
な
驚
き

に
遭
遇
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
や
写
真
撮
影
で
訪
れ
る
と
、

出
会
う
皆
さ
ん
は
大
変
親
切
で
、
快

く
ご
協
力
や
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。「
広
報
南
あ
わ
じ
」
は
、
皆

さ
ん
の
お
力
添
え
が
支
え
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
ら
全
て
を
紙
面
の
都

合
上
掲
載
、
反
映
で
き
ま
せ
ん
。
心

苦
し
く
、
ま
た
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
は
煩
わ
し
く

感
じ
ら
れ
、
時
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
節
は
ど
う
か
ご
勘
弁
と
ご

容
赦
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
（
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

◆
兵
庫
県
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

　

ス
選
手
権
大
会

（
５
月
13
日
、
赤
穂
海
浜
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
関
係
分
）

③
増
田
充
将
・
三
宅
翔
太
ペ
ア
（
御
原

中
学
校
３
年
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ク
ラ
ブ
対
抗

　

テ
ニ
ス
大
会

（
６
月
３
日
、
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

①
エ
ム
フ
ァ
イ
ブ
②
チ
ー
ム
ナ
ダ
ル

◆
兵
庫
県
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

（
６
月
17
日
、
宝
塚
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
関
係
分
）

【
ト
リ
プ
ル
ス
の
部
】
①
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
Ａ
）
チ
ー
ム
（
榎
本
行
市
、

島
田
孝
、
社
家
薫
）
③
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
Ｂ
）
チ
ー
ム
（
野
口
浩
一
、

喜
田
篤
實
、
上
田
龍
司
）

※
両
チ
ー
ム
は
、
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
（
10
月
6
日
か
ら
、
島
根
県
東

出
雲
市
）
に
県
代
表
で
出
場
。

◆
南
あ
わ
じ
市
子
ど
も
会
親
善

　

球
技
大
会

　
　
　
　
（
７
月
１
日
、
三
原
健
康
広
場
）

①
灘
オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
②
八
木
子
ど
も

会
③
福
良
子
ど
も
会
、
市
子
ど
も
会

◆
南
あ
わ
じ
市
小
学
生
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
（
７
月
７
日
、
三
原
中
学
校
）

【
男
子
の
部
】
▽
団
体
戦
①
松
帆
小
Ａ
②

賀
集
小
Ａ
③
神
代
小
Ａ
、
阿
万
小
Ａ
▽

個
人
戦
小
学
６
年
生
①
生
田
恭
太
郎
（
神

代
小
）
②
島
津
英
生
（
賀
集
小
）
③
住

本
龍
紀
（
神
代
小
）、太
田
綾
斗
（
八
木
小
）

▽
小
学
５
年
生
①
徳
井
聖
真
（
賀
集
小
）

②
塩
濱
裕
也（
榎
列
小
）③
島
田
聖
也（
神

代
小
）、
久
留
米
智
哉
（
阿
万
小
）
▽
小

学
４
年
生
以
下
①
野
村
奏
太
（
福
良
小
）

②
西
住
大
和（
八
木
小
）③
肥
田
公
記（
神

代
小
）、
榊
原
迅
登
（
灘
小
）

【
女
子
の
部
】
▽
団
体
戦
①
八
木
小
Ｄ
②

神
代
小
Ａ
③
賀
集
小
Ｂ
、
阿
万
小
Ｂ
、

▽
個
人
戦
小
学
６
年
生
①
堀
田
岬
（
八

木
小
）
②
山
田
梨
加
（
同
）
③
郷
伊
都

美
（
阿
万
小
）、
岸
本
麗
華
（
八
木
小
）

▽
小
学
５
年
生
①
菊
井
沙
季
（
八
木
小
）

▲南あわじ市子ども会親善球技大会
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②
小
畑
穂
乃
実（
同
）③
斎
藤
あ
ゆ
み（
榎

列
小
）、
高
丸
奈
々
（
八
木
小
）
▽
小
学

４
年
生
以
下
①
折
口
萌
（
神
代
小
）
②

谷
間
菜
々
瀬（
福
良
小
）③
岡
本
愛
利（
神

代
小
）、
生
田
文
香
（
同
）

◆
南
あ
わ
じ
市
家
庭
婦
人

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
７
月
８
日
、
南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
）

①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
②
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

③
蘭
ク
ラ
ブ
、
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会

　
　
　
　
（
７
月
８
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
戦
】
▽
１
部
①
東
浦
ク
ラ
ブ
Ｂ
②

淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
―
Ａ
③
東
浦
ク
ラ
ブ
Ａ
、

東
浦
ク
ラ
ブ
Ｃ
▽
２
部
①
東
浦
中
学
Ｆ

②
チ
ン
ク
ラ
ブ
③
東
浦
中
学
Ｅ
、
阿
万

ク
ラ
ブ
Ａ
▽
３
部
①
東
浦
中
学
Ｇ
②
三

原
ピ
ン
ポ
ン
Ａ
③
三
原
ピ
ン
ポ
ン
Ｂ
、

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

【
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
男
子
①
飛
松
嵩

泰
（
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
―
Ａ
）
②
森
孝
一
（
東

▽
申
請
期
限　

８
月
31
日
（
金
）。

ふ
れ
あ
い
振
興
商
品
券
利
用

期
限
は
、
10
月
28
日
（
日
）
ま

で
▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
持
参
品　

申
請
書
と
印
鑑

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

▽
対
象
者　

平
成
17
年
4
月
1
日

現
在
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

う
ち
、
公
務
扶
助
料
等
の
年
金

受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
、
戦

没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親

族
の
う
ち
最
先
順
位
者
１
名

▽
支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10

広報 

1213

国
民
健
康
保
険
税
率
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
の
南
あ
わ
じ
市
国

民
健
康
保
険
税
率
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
19
年
度
か
ら
医
療
分
の
最

高
限
度
額
が
53
万
円
か
ら
56
万
円

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以

外
は
前
年
度
と
同
じ
で
す
。

▽
昭
和
15
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
て
、
平
成
17
年
度
に
公
的
年

金
等
控
除
の
適
用
が
あ
っ
た
方
は

　

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
で
、

国
民
健
康
保
険
税
負
担
が
増
加
す

る
高
齢
者
に
配
慮
し

て
、
国
民
健
康
保
険

税
算
定
に
お
い
て
本

年
度
は
７
万
円
の
公

的
年
金
等
特
別
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
前
年
所
得
金
額
が

一
定
基
準
以
下
の
世

帯
の
方
は

　

段
階
に
応
じ
て
均

等
割
と
平
等
割
に
７

割
、
５
割
、
２
割
の
軽

減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
２
割
軽
減
に

つ
い
て
は
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課

　

☎
43
・
５
０
２
２

　

下
水
道
工
事
に
伴
い
、
昼
間
通

行
止
め
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

迂う

回
路
は
誘
導
員
と
看
板
で
案

内
し
ま
す
。

▽
区
間　

県
道
洲
本
灘
賀
集
線

　

栗
林
商
店
付
近
（
賀
集
）
〜

　

当た
い
ま
り
ょ
う

麻
陵
前
バ
ス
停
（
同
）

▽
期
間　

８
月
上
旬
〜
９
月
下

旬
。
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
下
水
道
課
☎
50
・
３
０
３
９

下
水
道
工
事
に
伴
う

昼
間
通
行
止
め

　

人
権
擁
護
委
員
の
廻
ま
わ
り
か
ど
角
と
よ
み

さ
ん
（
阿
万
）
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
倉
本
登
代
美
さ
ん
（
阿
万
）

が
７
月
１
日
か
ら
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
22
年
６
月
30
日

ま
で
。

　

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
ら
れ
た
廻
角
さ
ん
に
は
７

月
11
日
、
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

退
任
と
就
任

家
屋
を
滅
失
さ
れ
た
と

き
は
、
税
務
課
へ
家
屋

滅
失
届
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

平成19年度  国民健康保険税率
医療分

（被保険者全員が対象）
介護分

（被保険者のうち、40歳か
ら 64歳までの方が対象）

所得割
（前年中の基準総所得金
額に応じて）

7.2％ 1.2％

資産割
（本年度の土地、家屋の固
定資産税に対して）

24.0％ 5.0％

均等割
（一人につき）

26,100円 7,200円

平等割
（一世帯につき）

25,900円 4,000円

最高限度額
（最高限度額を超えると
きは最高限度額）

560,000円
（19年度から変更） 90,000円

浦
ク
ラ
ブ
Ｂ
）
③
白
水
久
士
（
淡
路
Ｔ

Ｔ
Ｃ
―
Ａ
）、
大
霜
安
裕
（
同
）
▽
女
子

①
斉
藤
由
美
（
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
―
Ｂ
）
②

大
河
内
克
美
（
東
浦
ク
ラ
ブ
Ｃ
）
③
早

田
容
子
（
同
）、
岡
本
八
代
（
同
）

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 
43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▲南あわじ市小学生相撲大会

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
と

　

８
月
１
日
、
老
人
保
健
の
医
療

受
給
者
証
と
国
保
の
高
齢
受
給
者

証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
７
月
中
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
老
人
保

健
の
受
給
者
証
は
、
一
部
負
担
金

の
割
合
に
変
更
が
あ
っ
た
方
の
み

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
送
付

さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
現
在
お
持

ち
の
証
を
引
き
続
き
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
国
保
の
高
齢
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、
通
常
翌
年
７
月

31
日
で
す
が
、
国
の
医
療
制
度
改

革
の
一
環
で
、
20
年
４
月
に
国
保

制
度
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
４

月
以
降
の
受
給
者
証
を
切
り
替
え

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
20
年
３
月

31
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
人
保
健
の
受
給
者
証

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

毎
年
８
月
に
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
受
給

資
格
の
あ
る
方
は
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

▽
提
出
期
間　

児
童
扶
養
手
当
＝

８
月
１
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月

15
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

▽
提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
19
年
度
に

小
中
学
校
へ
入
学
さ
れ
た
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
「
ふ
れ
あ
い
振

興
商
品
券
」
１
万
円
分
を
入
学
祝

金
と
し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
既
に
申
請
書
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

年
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
、
連
絡
所

▽
請
求
期
限　

20
年
3
月
31
日

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

に
は
、有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

国
保
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届

入
学
祝
金
の
申
請

特
別
弔
慰
金
の
請
求

地
形
図
作
成
の
た
め
の

　
　
　
　
　
現
地
調
査

　

市
内
全
域
の
数
値
地
形
図
（
地

図
）
を
作
成
す
る
た
め
、
現
場
作

業
員
が
市
内
全
域
の
市
道
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間　

10
月
下
旬
ま
で

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６
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ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路

（
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
）
臨
時
職
員

▽
勤
務
内
容　

自
主
放
送
の
番
組

制
作
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
業
務

▽
雇
用
期
間　

９
月
３
日
（
月
）

か
ら
６
か
月
。
更
新
あ
り

▽
賃
金　

月
額
15
万
１
千
円

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
者
で
高

卒
以
上
35
歳
ま
で
。
経
験
者
を

優
遇

▽
選
考
方
法　

技
術
試
験
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
）、
面
接

▽
申
込
期
限　

８
月
20
日
（
月
）

問
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路

　

☎
43
・
２
３
４
５

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
補
助
員

▽
業
務
内
容　

子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
、
子
育
て
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
活
動
の
補
助

▽
勤
務
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
採
用
予
定
日　

８
月
20
日（
月
）

▽
勤
務
時
間
等　

年
間
約
１
８
０

日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▽
賃
金　

時
給
９
百
円

▽
採
用
人
数　

１
人

▽
応
募
資
格　

35
歳
以
下
、
要
普

通
自
動
車
免
許

▽
選
考
方
法　

個
人
面
接

▽
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

記
載
（
写
真
添
付
）
の
う
え
、

少
子
対
策
課
（
〒
６
５
６
―

０
１
９
２
南
あ
わ
じ
市
広
田

広
田
１
０
６
４
）
へ
提
出

▽
応
募
期
限　

８
月
７
日
（
火
）

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

自
衛
官

▽
種
目　

①
防
衛
大
学
校
②
防
衛

医
科
大
学
校
③
看
護
学
生
④

航
空
学
生
⑤
一
般
曹
候
補
生

⑥
２
等
陸
・
海
・
空
士

▽
受
付
期
間　

①
〜
③
９
月
７
日

（
金
）
〜
28
日
（
金
）
④
〜
⑥
８

月
１
日
（
水
）
〜
９
月
７
日
（
金
）

問
自
衛
隊
あ
わ
じ
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

南
淡
夏
季
囲
碁
大
会

▽
日
時　

８
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
受
付
、
９
時
30
分
開
始

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
参
加
費　

千
５
百
円（
昼
食
付
）

▽
試
合　

３
階
級
に
分
け
、
ハ
ン

デ
ィ
ー
戦
４
局
打
ち
。
各
級
５

位
以
上
を
表
彰

▽
申
込
締
切　

８
月
22
日
（
水
）

▽
申
込
み　

南
淡
囲
碁
連
盟
（
土

居
）
☎
54
・
０
１
３
６

第
３
回
南
あ
わ
じ
市

　
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時　

９
月
２
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
。
雨
天
９
月
９
日

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
種
目　

男
女
A
・
B
級
（
１
回

戦
勝
者
A
級
、
敗
者
B
級
）

▽
参
加
費　

千
円
（
当
日
）

▽
申
込
み　

氏
名
、
住
所
、
電
話
、

性
別
を
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
（
☎
36
・
２
０
２
７
、
F 

36
・
２
３
１
９
）
ま
で

▽
申
込
期
限　

８
月
21
日
（
火
）

南
あ
わ
じ
市
出
身
、
サ
ッ
カ

ー
選
手
応
援
イ
ベ
ン
ト

◆
加
地
亮
選
手
応
援
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
観
戦

①
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

▽
日
時　

８
月
４
日
（
土
）
午
後

５
時
〜

▽
場
所　

西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

②
日
本
代
表
vs
カ
メ
ル
ー
ン

▽
日
時　

８
月
22
日
（
水
）
午
後

６
時
40
分
〜

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◆
松
浦
宏
治
選
手（
ザ
ス
パ
草
津
）

応
援
ツ
ア
ー

▽
日
時　

８
月
12
日
（
日
）
午
後

２
時
50
分
西
淡
庁
舎
出
発

▽
場
所　

西
京
極
陸
上
競
技
場

▽
内
容　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
戦

▽
参
加
費　

大
人
６
千
５
百
円
、

子
ど
も
５
千
４
百
円
。
弁
当

８
百
円
（
希
望
者
）

◆
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・

５
５
７
９

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
愛
称

　

誰
も
が
気
軽
に
食
事
や
、
憩
い

の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

施
設
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

▽
賞　

当
選
者
＝
１
人
に
記
念
館

食
事
券
５
万
円
分
と
、
う
ず
し

お
科
学
館
、
人
形
浄
瑠
璃
館
の

５
年
間
無
料
パ
ス
（
同
伴
５
人

ま
で
無
料
）。
参
加
賞
＝
百
人

に
、
同
館
１
年
間
無
料
パ
ス

（
本
人
の
み
無
料
）

▽
応
募
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
記
念
館
に
用
紙
と
投
函

箱
を
設
置
。
は
が
き
（
福
良
丙

９
３
６
番
地
３
）、
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
F 

52
・
０
４
８
９
）
も
可

▽
応
募
期
限　

９
月
14
日
（
金
）

問
大
鳴
門
橋
記
念
館

　

☎
52
・
２
８
８
８

市
営
住
宅
入
居
者

▽
三
条
住
宅
（
市
三
條
）　

１
戸
、

６
０
４
号
（
６
階
部
分
）、
３

Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
あ
り
、
平
成
３
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
１
千
８
百

円
〜
４
万
７
千
９
百
円

▽
対
象　

政
令
月
収
20
万
円
以
下

（
小
学
校
就
学
前
の
子
供
の
い
る

世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円
以
下
）

▽
申
込
期
限　

８
月
15
日
（
水
）

▽
公
開
抽
選
会　

８
月
27
日（
月
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
和
室

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

く
ら
し
の
通
信
講
座

　

淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
宅
で
学
習
で
き
る
よ
う
通

信
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▽
期
間　

９
月
〜
１
月
ま
で
の
間

に
５
回
（
家
庭
学
習
）。
２
月

頃
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
１
回

▽
内
容　

①
介
護
保
険
は
だ
れ
の

も
の
②
靴
と
足
の
健
康
③
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
④
多
重
債
務

の
法
律
問
題
⑤
食
品
の
表
示

▽
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
、
通

信
費
５
百
円
必
要
（
郵
便
小
為

替
ま
た
は
現
金
）

▽
申
込
締
切　

８
月
20
日
（
月
）

問
淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
０
９
９
９

走
る
県
民
教
室
（
第
３
期
分
）

　

兵
庫
県
で
は
、
県
の
施
設
な
ど

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
県
政
へ

の
理
解
や
地
域
間
交
流
を
図
っ
て

も
ら
お
う
と
、
バ
ス
借
り
上
げ
費

用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
の
自
治
会
、
高
齢

者
、
女
性
、
青
少
年
等
の
地
域

団
体
（
20
人
以
上
）
１
団
体
に

つ
き
、
１
年
度
１
回
限

▽
見
学
実
施
日　

10
月
１
日（
月
）

〜
12
月
31
日
（
月
）

▽
募
集
期
間　

８
月
20
日
（
月
）

〜
31
日
（
金
）

問
淡
路
県
民
局
企
画
調
整
課

　

☎
26
・
２
０
１
２

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
ひ
ょ
う
ご

選
定
賞
品

　

兵
庫
県
で
は
、
使
う
人
の
視
点

を
取
り
入
れ
て
開
発
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
い
商
品
を
選
定
し
、

推
奨
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

問
㈳
兵
庫
工
業
会
神
戸
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
３
２
５
５

ゆ
ー
ぷ
る
の
営
業
時
間
延
長

　

南
あ
わ
じ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流

ハ
ウ
ス
「
ゆ
ー
ぷ
る
」
で
は
８
月

26
日
（
日
）
ま
で
、
営
業
時
間
を

深
夜
０
時
（
最
終
受
付
午
後
11
時

30
分
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

週
末
は
ミ
ニ
夜
店
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

湯
の
川
荘
の
休
館

　

８
月
13
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

の
間
、
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
湯

の
川
荘
は
休
館
し
ま
す
。

問
湯
の
川
荘
☎
39
・
１
１
２
６
、

　

長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

丸
山
港
と
れ
た
て
日
曜
朝
市

▽
期
間　

毎
週
日
曜
日
午
前
８
時

〜
11
時
。
９
月
30
日
ま
で

▽
場
所　

丸
山
港
「
魚
彩
館
」
横

▽
内
容　

丸
山
で
と
れ
た
魚
介
類

や
野
菜
の
販
売

問
丸
山
漁
業
協
同
組
合

　

☎
39
・
０
０
０
５

慶
野
松
原
青
空
市

▽
期
間　

８
月
の
毎
週
土
・
日
曜

日
と
８
月
13
日
（
月
）
〜
17
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

慶
野
松
原
荘
前

▽
内
容　

地
元
農
海
産
物
の
販
売

問
慶け
い
し
ょ
う
か
い

松
会
事
務
局
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３

慶
野
松
原
海
水
浴
場
の

美
化
活
動

▽
日
時　

８
月
15
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

現
地
駐
車
場
。
一

般
参
加
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　７日・28日（火）
　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）
◆日時　17日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
（法律相談）
◆日時　10・24日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　21日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　27日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す し

嗣事務所☎ 26-3123
　（当日先着順４人。予約不要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する
　相談や学校からの相談に対し、指導・
　助言。面接相談を基本とします
◆日時　20日（月）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　☎ 22-4152 予約必要
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

 ８月の
　無料相談
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●ぼくたちのあさ
たにむらまゆみ作・絵（偕成社）

その日母さんは、なんだ
かそわそわしながらぼく
を見つめて、「あかちゃん
がうまれるのよ」って言っ
たんだ! ひゃっほう! ぼく
はドキドキわくわく。そし
てお兄ちゃんになる朝が
やってきた…。

●長男が危ない！熱心な母親ほど要注意
　杉山由美子著（草思社）

緑公民館図書室☎44-3008

●シンプルに、いい気分で働き、暮らす
　　仕事と家庭のすべてをスッキリ大改革するコツ86
宮沢さくら著（はまの出版）

キーワードはスッキリ、シンプ
ル、いい気分、そしてエレガンス。
複数の仕事術、時間管理術、掃除
術、ストレス・マネージメントの
メソッドをミックスし、アレンジ
して紹介。身のまわりや考え方の
大改革を始めましょう！
●とんかちくんとのこぎりくん
　中川ひろたか作（学研）

三原図書館☎43-5037

●「いのち」とつながる喜び
丸山敏秋著（講談社）

なぜ、この子はこの親の元に
生まれてくるのか。子どもた
ちが語る出生前後の記憶を通
してお産のあり方を真剣に見
つめ直し、人間の誕生前後の
時期からの親子のあり方を考
える。産む喜び、育てる喜び
を伝える一冊。

●さかなのなみだ
　さかなクン著（リヨン社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●魔女の宅急便　その５　魔法のとまり木

角野栄子作（福音館書店）

もう10代も終わろうとして
いるのに、キキは何か物足り
ないのです。ついつい、いら
いら、いらいら。大事な魔法
も逃げていきそう。キキに再
び心弾む、いきいきとした日
はやってくるのでしょうか？

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

ま
な
び
の
扉

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
知
る

４
講
座
、
参
加
者
募
集

◆
淡
路
人
形
座
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

ツ
ア
ー

▽
日
時　

８
月
３
・
４
・
５
・
17
・

18
・
19
・
20
・
25
・
26
日
。
午

前
の
部
＝
10
時
55
分
〜
０
時

40
分
、
午
後
の
部
＝
２
時
55
分

〜
４
時
40
分
。
３
・
18
日
は
午

前
の
部
の
み

▽
場
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

▽
内
容　

人
形
教
室
、
芝
居
鑑
賞
、

舞
台
裏
見
学
、
芝
居
体
験
ほ
か

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ

▽
参
加
費　

大
人
１
２
６
０
円
、

中
高
生
１
０
５
０
円
、
小
学
生

８
４
０
円
。
島
内
在
住
者
は
半

額
（
証
明
で
き
る
免
許
証
や
保

険
証
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
定
員　

各
回
30
人
（
先
着
順
）

◆
上
演
体
験
講
座

▽
日
時　

８
月
24
日
（
金
）
午
後

８
時
。
ほ
か
９
回
開
催

▽
場
所　

三
原
中
学
校
練
成
場

▽
内
容　

淡
路
人
形
座
員
が
指

導
。
舞
台
に
立
つ
喜
び
を
体
感

▽
受
講
料　

無
料

◆
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座

▽
日
時　

９
月
６
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分
。
ほ
か
５
回
開
催

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

伝
統
芸
能
を
支
え
る
た

め
の
人
材
を
養
成

▽
受
講
料　

無
料

◆
淡
路
人
形
歴
史
講
座

▽
日
時　

８
月
27
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分
〜
午
後
９
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館　

講
義
室

▽
内
容　
「
人
形
の
村
か
ら
豊
か

な
農
村
へ
〜
市
、
三
條
の
人
々

の
く
ら
し
〜
」

▽
講
師　

武
田
信
一
氏

▽
受
講
料　

３
百
円

　

　 高 麗 陣 と は、 文 禄 元 年

（1592）豊臣秀吉が朝鮮半島

に出兵した文
ぶんろく

禄の役
えき

のことで

す。この戦では、洲本城から

脇
わきさかやすはる

坂安治、志知城からは加藤

嘉
よしあき

明が水軍を編成して出陣し

ました。当時、この石碑が建

てられている松帆江尻あたり

からも若者たちが脇坂水軍に

徴
ちょうよう

用されたのでしょう。

　この碑の上部には弥
みださ ん ぞ ん

陀三尊の種
しゅじ

子、その下に南
な む あ み だ ぶ つ

無阿弥陀仏

の文字が刻まれており、その左右に 30名の法
ほうみょう

名と祥
しょうつきめいにち

月命日

が刻まれています。このことから、朝鮮出兵で戦死した若者

たちのために建てられた供養塔であることがわかります。

　昭和 36年に兵庫県指定重要文化財に指定されています。

高こ

う

ら

い

じ

ん

麗
陣
討う

ち
じ
に
し
ゅ
う

死
衆
供く

よ

う養
石せ

き

ひ碑
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シリーズ

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

内
）
☎
37
・
３
０
２
０
、
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
館
☎
52
・
０
２
６
０

南
あ
わ
じ
市
児
童
館

夏
休
み
特
別
工
作
教
室

▽
日
時　

８
月
10
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
４
時

▽
場
所　

児
童
館
（
福
良
）

▽
内
容　

木
工
で
作
る
風
車

▽
定
員　

市
内
の
小
学
生
30
人

▽
材
料
費　

２
百
円

▽
申
込
期
限　

８
月
８
日
（
水
）

▽
申
込
み　

児
童
館
☎
52
・

３
９
９
９

淡
路
島
の
自
然
史
と

産
出
化
石
展

▽
期
間　

８
月
６
日
（
月
）
ま
で

▽
場
所　

パ
ル
テ
ィ

▽
内
容　

島
内
産
出
の
ア
ケ
ボ
ノ

ゾ
ウ
な
ど
化
石
や
地
層
、
岩
石

問
南
あ
わ
じ
地
学
の
会
事
務
局

　

☎
37
・
３
０
２
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
白
サ
ギ
展（
野の
み
ず
ま
さ
あ
き

水
正
朔
写
真
展
）

８
月
９
日
（
木
）
ま
で

◆
上
村
源
之
丞
座
展

　

８
月
19
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
絵
画
展

　

８
月
11
日
（
土
）
か
ら

◆
淡
路
人
形
か
し
ら
展
（
三
原

木で

こ偶
づ
く
り
講
座
生
作
品
展
）

　

８
月
21
日
（
火
）
か
ら

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜　

道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

８
月
24
日
（
金
）
か
ら

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

●塩野七生「ローマ人の物語」
　スペシャル・ガイドブック
　新潮社出版企画部編（新潮社）

◆日時　８月18日（土）
　10:00 ～ 14:00
◆場所　南淡図書館２階視聴覚室
◆内容　絵本作家（梅田俊作・佳子
　先生）と絵本づくり
◆持参品　のり、はさみ、画材道具（ク
　レヨン・絵具・色鉛筆など）、弁当
◆申込締切　８月10日（金）
◆申込み　南淡図書館☎ 53-0234

◆期間　８月30日（木）まで
◆場所　南淡図書館１階展示室
◆内容　日本の民話絵本「はちかつ
　ぎひめ」の原画展示

◆日時　８月の毎週土曜日
　14:00 ～ 14:45
◆場所　南淡図書館２階視聴覚室
◆内容　こどもにんぎょう劇場

絵本作家と遊ぼう！

●８月の図書館カレンダー

玉
青
館　
館
蔵
品
展
Ⅰ

直じ
き
は
ら
ぎ
ょ
く
せ
い

原
玉
青 

俳
画
展

　

玉
青
館
の
館
蔵
品
の
中
か
ら
、

俳
人
山
口
誓せ
い
し子

、
阿
波
野
青せ
い
ほ畝

、

稲
畑
汀て
い
こ子

と
の
合
作
14
点
を
含

め
、
自
ら
も
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
の
同
人
で
あ
っ
た
直
原
玉
青

画
伯
の
俳
画
31
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
９
月
17
日
（
月
）
ま
で
。

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

国
際
交
流

「
言
葉
で
遊
ぼ
う
」

▽
日
時　

大
人
の
部
＝
８
月
25
日

（
土
）
午
後
７
時
30
分
。

　

小
学
生
の
部
＝
８
月
26
日（
日
）

午
前
９
時
30
分

▽
場
所　

伊
加
利
公
民
館

▽
内
容　

留
学
生
（
中
国
、韓
国
、

キ
ル
ギ
ス
）
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
な
が
ら
学
習

▽
参
加
費　

百
円

▽
申
込
み　

伊
加
利
公
民
館

　

☎
39
・
０
５
６
７
（
平
日
午
前
中
）

第
40
回
天
体
観
測
会

皆
既
月
食
を
見
よ
う

▽
日
時　

８
月
28
日
（
火
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
あ
る

里
山
基
地
で
流
し
そ
う
め
ん

▽
日
時　

８
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

伊
加
利
山
口
（
う
ず
し

お
ラ
イ
ン
沿
い
の
看
板
が
目

印
）
駐
車
場
あ
り

▽
内
容　

流
し
素
麺
の
準
備
か
ら

▽
参
加
費　

３
百
円

▽
申
込
み　

Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
・
武
田
里
美

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

　
　トレーニングルームを利用する場合、初
回のみ、講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは８月３日（金）午前８時30分
　から電話で受付。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

８ 月 11 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

８ 月 12 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

８ 月 17 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです 月末日

絵本作家梅田俊作原画展

夏休み子どもビデオ絵本上映

▲バックステージツアー（人形教室）

          　              １      2             3      4 

 5      ６     ７       8      9     10    11

12    13   14     15    16     17    18    

19    20    21    22    23     24    25

26 　27    28    29    30     31



広報 

いきいき健康生活

19 18

い
き
い
き
健
康
生
活

問健康課
☎44-3004

2007.8.1発行

８月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

８ 水  9:00 ～ 14:15 南淡福祉保健センター
22 水  9:00 ～ 17:00 西淡保健センター
27 月 〃 三原保健センター
29 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

１ 水   9:00 ～ 11:00 緑保健福祉センター
６ 月   〃 三原保健センター
20 月   〃 西淡保健センター
27 月   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・ダンベ
ル体操。64歳までの方
を対象（要予約）

14 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター

20 月 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

２ 木   9:30 ～ 11:00 西淡保健センター
６ 月 〃 南淡福祉保健センター
６ 月 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター
16 木 〃 沼島総合センター
20 月 〃 三原保健センター

▽
テ
ー
マ　

こ
ど
も
の
い
る
風
景

▽
応
募
規
格　

カ
ラ
ー
ま
た
は
白

黒
、
デ
ジ
カ
メ
可
、
ワ
イ
ド
４

つ
切
サ
イ
ズ
、
組
写
真
不
可
、

応
募
点
数
自
由
、
未
発
表
作
品

▽
賞　

優
秀
賞
６
点
、
佳
作
数
十
点

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
写
真
の
題
名
と
撮
影

場
所
、
撮
影
年
月
日
を
明
記
し

た
紙
を
写
真
裏
面
に
貼
付
。
〒

６
６
３
―
８
０
３
５
西
宮
市

北
口
町
１
番
１
号
ア
ク
タ
西

宮
西
館
５
階
西
宮
市
北
口
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
。

９
月
７
日
（
金
）
必
着

問
兵
庫
県
健
康
増
進
課
（
代
表
）

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

「
こ
ど
も
の
健
康
週
間
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

内容 日 曜日 時間 場所
足腰を鍛える体操
など。65歳以上の
方を対象（要予約）

２ 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター

６ 月 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

８ 水 13:30 ～ 15:30 西淡保健センター

22 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動

65歳以上の方を対
象（要予約）

９ 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
９ 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
14 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
14 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
23 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
23 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
28 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
28 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成16年５月・11月生）

７ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター

２歳児歯科健診
（平成 17 年５月生）

21 火 13:00～13:15

母親学級
９ 木 13:15～13:30
16 木 〃

遊びの教室 23 木   9:30～10:00
発達支援相談 23 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成18年６月・平成19

年１月生）

１ 水 13:00～13:15 西淡保健センター
８ 水 〃 緑保健福祉センター
20 月 〃 南淡福祉保健センター
22 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成16年７月生）

17 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成18年１月生）

３ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成18年 10月生）

10 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成19年４月生）

24 金 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座
（平成19年３月生）

28 火   9:30～10:00 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
男 の 料 理 教 室 ７ 火   9:30 ～ 12:00 三原保健センター
食 生 活 改 善 教 室 ９ 木 〃 緑 市 民 セ ン タ ー

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

８月 ５日（日） 斉 藤 雅 文 医師 田 中 一 宏 医師

８月12日（日） 柴 田 亮 平 医師 富 本 喜 文 医師

８月14日（火） 真 野 博 文 医師 福 田 郁 夫 医師

８月15日（水） 村 野 謙 一 医師 畑 田 卓 也 医師

８月16日（木） 浦 瀬　　 巖 医師 斉 藤 雅 文 医師

８月19日（日） 高 田 育 明 医師 友 清 龍 一 郎 医師

８月26日（日） 穀 内 純 江 医師 橋 田 友 孝 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

診察日 担当医師 備　考

８月 ５日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

　担当医は都合により変更
になることもあります。
　受診前に電話をおかけく
ださい（☎23ｰ2700）

８月12日（日） 坂 口 美 奈 子 医師

８月19日（日） 田 中 一 宏 医師

８月26日（日） 富 本 康 仁 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

な
ぜ
、
暑
さ
が
熱
中
症
を
招

く
の
か

　

熱
中
症
の
発
生
に
は
、
気
温
、

湿
度
、
風
速
、
輻ふ
く
し
ゃ射
熱
（
直
射
日

光
な
ど
）
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。

気
温
が
同
じ
で
も
湿
度
が
高
い
方

が
発
生
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
単

に
気
温
が
高
い
か
ら
発
生
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
体
調
が
悪
い
日
に
運
動

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

を
す
る
、
暑
い
日
が
続
い
た
時
よ

り
も
梅
雨
の
合
間
に
急
に
高
温
に

な
る
な
ど
、
そ
の
人
の
身
体
の
状

態
や
、
暑
さ
へ
の
身
体
の
慣
れ
が

な
い
時
の
方
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
脱

水
症
状
に
要
注
意

　
「
脱
水
症
状
」
と
は
、
体
内
の

水
分
量
が
不
足
し
て
起
こ
る
症
状

の
こ
と
で
、
熱
中
症
だ
け
で
は
な

く
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
に

つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
夏

は
、
と
く
に
脱
水
症
状
を
招
き
や

す
い
時
季
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

は
体
内
の
水
分
量
が
少
な
か
っ
た

り
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
の
環
境
で
発
生
す
る
障
害
の
総
称
で
、
夏
季
の

炎
天
下
、
運
動
時
や
作
業
時
に
お
き
や
す
い
の
で
す
が
、
夏
季
以
外
の

季
節
や
ま
た
屋
内
な
ど
で
も
発
生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
い
症
状
か
ら
急
激
に
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
決
し
て
軽

視
で
き
な
い
病
気
で
す
。
熱
中
症
は
事
前
に
注
意
す
る
こ
と
で
発
生
の

予
防
が
可
能
で
す
。

な
ど
の
理
由
か
ら
脱
水
症
状
を
起

こ
し
や
す
い
の
で
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
法
を
知
り
ま

し
ょ
う

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、
高
温
多

湿
、
無
風
、
日
差
し
が
強
い
な
ど

の
日
に
、
水
を
定
期
的
に
補
給
す

る
こ
と
。
風
と
お
し
が
よ
く
、
汗

を
速
く
乾
か
す
素
材
で
で
き
た

白
っ
ぽ
い
服
の
服
装
を
す
る
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
外
に

出
る
と
き
は
帽
子
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
な
ど
を
長
時
間
行
う
と
き

は
、
15
分
か
ら
1
時
間
お
き
に
休

息
を
と
り
、
水
分
を
こ
ま
め
に
取

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
食
欲
の

な
い
と
き
で
も
水
分
を
意
識
的
に

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

気
温
が
30
度
以
上
の
と
き
は
注

意
し
、
35
度
以
上
の
と
き
は
原
則

と
し
て
運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
不
足
や
体
調
不
良
、
二
日
酔

い
の
と
き
に
は
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

５
月
〜
８
月
に
実
施
し
た
「
塩

分
改
善
編
」の
続
編
。
今
回
は「
あ

ぶ
ら
（
油
・
脂
）」
を
テ
ー
マ
に

学
習
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

▽
日
時　

毎
月
第
２
木
曜
日
午
前

９
時
30
分
。
９
月
〜
12
月

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

講
話
と
調
理
実
習

▽
定
員　

24
人

▽
参
加
費　

材
料
費
実
費

▽
申
込
期
限　

８
月
17
日
（
金
）

※
参
加
者
多
数
の
場
合
、
新
規
申

込
者
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方

　

を
優
先

▽
申
込
み　

健
康
課

　

☎
44
・
３
０
０
４

食
生
活
改
善
教
室

　
　

「
あ
ぶ
ら
改
善
編
」

　

食
中
毒
に
ご
注
意

　
　
　

①
冷
蔵
庫
の
過
信
は
食
中
毒
の
も
と

　
　
　
　

②
ま
な
板
、
包
丁
、
布
巾
は
よ
く
洗
っ
て
乾
燥
を

　
　
　
　

③
食
事
前
、
調
理
前
に
手
洗
い
を
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※この欄への掲載を希望しな
い人は、届け出のときに窓口
へお申し出ください
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子
ど
も
の
命
を

　

   

守
る
の
は
親 ●人　口 53,291人（前月比－27人）

　（男）　 25,734人（前月比－19人）
　（女）　 27,557人（前月比－8人）
●世帯数 18,192世帯（前月比＋10世帯）
　　　　　　　　※平成19年7月1日現在

　

先
日
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
の
ご
協
力
に
よ
り
、
子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
合
同
で
「
救
命
救
急

法
」の
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
親
」

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
事
故
の
場
合
に
大
事

な
こ
と
は
親
が
「
慌
て
な
い
こ

と
」。
ま
ず
、
近
く
に
い
る
人
に

助
け
を
求
め
る
。
ま
た
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
処
置
が

一
番
大
事
と
い
う
こ
と
。
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
子
ど

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

※８月13日（月）～17日（金）は休館します

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
斉藤　広樹（石川県）
宮崎　正行（広　田）
堀川　拓也（松　帆）
居内　健一（　市　）
長尾　通稔（　市　）
沖　　利行（福　良）
亀井謙太郎（大阪府）
仲野　晃広（神　代）
木戸　　修（神　代）
入谷　侑作（神　代）
橋本　昌也（　市　）
豊原　　満（志　知）
山口　清隆（八　木）
小松　　寛（神戸市）
土井　　勤（神　代）
河内　寛人（志　知）
平川　　誠（東京都）

富山　蓉子（　市　）
道場　千寿（大阪府）
井實　一恵（洲本市）
南後　美紀（洲本市）
志智真紀子（淡路市）
福島由美子（洲本市）
西本　真実（三田市）
米里　春菜（徳島県）
廣本　美花（　市　）
長濱亜以子（福　良）
柏木　友子（潮美台）
太田　千香（淡路市）
土井　裕子（八　木）
池内結佳里（洲本市）
上川　沙織（志　知）
岡本理恵子（　湊　）
髙田　　円（淡路市）

5月 30 日
6 月 24 日
6 月 30 日
7 月 3 日
7 月 3 日
7 月 3 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 7 日
7 月 15 日
7 月 16 日
7 月 16 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
楠本きみゑ
亀井　利市
谷　　 正 夫
長谷ことの
松本　當子
坂本　鶴松
阪田しづ子
徳井このみ
松本　澄之
藤 本　　 貢
松井キヨ子
河上　克也
永 樂　　 宥
福原瑠璃子
本田ふみこ
橋本　𠮷雄
細川　知代
前川もとゑ
前田　文夫
大 江　　 充
原　　 利 一
奥濱とき子

北阿万
阿那賀
神 代
阿 万
松 帆
福 良
神 代
福 良
阿 万
八 木
北阿万
阿 万
志 知
松 帆
広 田
神 代
広 田
松 帆
松 帆
伊加利
津 井
阿 万

88
78
86
101
76
96
85
88
80
80
89
48
76
84
92
80
43
92
85
66
89
54

6 月 20 日
6 月 21 日
6 月 21 日
6 月 22 日
6 月 22 日
6 月 23 日
6 月 24 日
6 月 24 日
6 月 26 日
6 月 29 日
6 月 30 日
7 月 1 日
7 月 1 日
7 月 2 日
7 月 3 日
7 月 3 日
7 月 3 日
7 月 4 日
7 月 4 日
7 月 8 日
7 月 8 日
7 月 8 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

村居璃
り い か

苺香
山本　歩

あ ゆ む

武
池田　涼

す ず の

乃
久留米　絆

きずな

別 所　咲
さ く や

弥
廣島　愛

あ い さ

紗
渡邊あおば
里口菜

な な こ

々子
當眞　嗣

つ ぐ み

視
豊 田　　 悠

ゆう

長谷　音
お と は

花
中村　龍

りょうが

華
原 渕　　 龍

りゅう

寺 西　　 崚
りょう

河 井　亮
あきひと

仁
森　向

ひ ま わ り

日 葵
小島　康

こ う た

汰
清水　菜

な つ き

月
山﨑ちひろ
細川虎

と ら の す け

之介
武田　美

み お ん

音
山 口　　 彩

あや

山 中　　 葵
あおい

正 木　瑛
えいしん

真
柏木　大

や ま と

和
雨堤　一

い ち か

華
東良　結

ゆ う た

太
的崎　玲

れ い か

花
龍本　翔

しょうえい

英
村上　絢

あ や か

香
堀　　 彩

あ や ね

愛
中谷夏

な お と

凰大
橋本　葵

あ お い

衣
伊 吹　　 凌

りょう

伊 吹　　 心
しん

藤江　姫
き あ ら

来
芦田　悠

は る か

夏
白石　瑛

あ き と

音
的場　柚

ゆ ず き

姫
石田　愛

あ み

実
川上　締

て い な

夏

女
男
女
男
男
女
女
女
男
男
女
男
男
男
男
女
男
女
女
男
女
女
女
男
男
女
男
女
男
女
女
男
女
男
男
女
女
男
女
女
女

侑
恵 生
佳 昭
晋 吾
敬 久
茂 雄
一 人
元 彦
嗣 隆
玄

竜 治
浩 也
聖 治
宏 之
克 仁
正 剛
隆 司
英 史
績

健 太
拓 樹
和
重 典
雅 之
俊 宏
一 人
雅 文
直 樹
龍

安 宏
博 文
二 郎
卓 也
友 孝
友 孝
直 也
渉

正 道
厚

陽 一
耕 平

阿 万
広 田
賀 集
福 良
志 知
広 田
八 木
神 代
神奈川県
西宮市
榎 列
福 良
市
市

倭 文
賀 集
広 田
伊加利
松 帆
八 木
八 木
津 井
潮美台
市

神戸市
津 井
八 木
加古川市
榎 列
賀 集
阿那賀
松 帆
福 良
広 田
広 田
八 木
神戸市
賀 集
松 帆
広 田
福 良

5 月 21 日
6 月 4 日
6 月 11 日
6 月 11 日
6 月 12 日
6 月 12 日
6 月 12 日
6 月 12 日
6 月 13 日
6 月 16 日
6 月 17 日
6 月 18 日
6 月 21 日
6 月 22 日
6 月 22 日
6 月 22 日
6 月 22 日
6 月 24 日
6 月 25 日
6 月 25 日
6 月 25 日
6 月 26 日
6 月 26 日
6 月 28 日
6 月 29 日
6 月 29 日
7 月 1 日
7 月 1 日
7 月 2 日
7 月 3 日
7 月 4 日
7 月 5 日
7 月 5 日
7 月 6 日
7 月 6 日
7 月 6 日
7 月 7 日
7 月 9 日
7 月 10 日
7 月 10 日
7 月 12 日

氏名 年齢 地区 死亡日
岡野こすみ
中田まつゑ
高木こつる
細川　郁子
赤松三四子
新崎みよし
門田　光冨
長谷川四郎
藤井　利子

広 田
榎 列
市

広 田
八 木
津 井
倭 文
阿 万
広 田

87
99
89
74
86
101
85
69
89

7 月 9 日
7 月 9 日
7 月 9 日
7 月 9 日
7 月 11 日
7 月 12 日
7 月 12 日
7 月 13 日
7 月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日
岸　たみ子
福原　信義
中島　光雄
豊田やよい
河井やすゑ
西山　福司
早川きよ子
安田　好宏
安田こはま

潮美台
津 井
津 井
市

榎 列
北阿万
志 知
神 代
福 良

80
65
83
70
78
75
91
75
91

7 月 14 日
7 月 15 日
7 月 16 日
7 月 16 日
7 月 16 日
7 月 17 日
7 月 17 日
7 月 17 日
7 月 19 日

も
の
月
年
齢
に
よ
っ
て
方

法
が
違
い
ま
す
。
年
齢
に

応
じ
た
救
命
法
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

講
演
の
後
、
ダ
ミ
ー
人

形
を
使
っ
た
実
技
を
し
ま

し
た
。
ど
の
お
母
さ
ん
た

ち
も
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
遊

び
の
ひ
ろ
ば
や
季
節
行

事
、
親
学
習
で
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
本
番
と
な
り
、
海
に

山
に
、
ま
た
お
盆
も
控
え

て
、
出
か
け
る
機
会
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
わ
ん
ぱ▲子育て学習センター合同運動会（６月24日）

　

ぼ
く
に
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
み
た
。

　

ま
ず
、
あ
い
さ
つ
が
出
来
る
。

　

最
近
、
知
ら
な
い
人
に
声
を
か

け
ら
れ
て
も
、
つ
い
て
行
っ
て
は

い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
、あ
い
さ
つ
は
別
だ
と
思
う
。

　

ぼ
く
は
、
最
初
は
ず
か
し
く

て
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
が
出
来

な
か
っ
た
。
し
か
し
あ
る
日
、
学

校
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
知
ら
な

い
お
じ
さ
ん
が
、「
お
は
よ
う
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
て
び
っ
く
り

し
た
け
れ
ど
、
悪
い
気
は
し
な
く

て
、
ぼ
く
も
「
お
は
よ
う
。」
と

返
事
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
毎
日
あ

い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今

で
は
、ぼ
く
か
ら
も「
お
は
よ
う
。」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
っ
た
一
言
の
あ
い
さ
つ
で
人

と
人
と
が
仲
よ
く
な
れ
る
事
が
わ

か
っ
た
か
ら
、
今
度
は
、
ぼ
く
か

ら
も
い
ろ
ん
な
人
に
あ
い
さ
つ
し

よ
う
と
思
う
。

　

次
に
、
人
に
や
さ
し
く
も
出
来

る
。

　

前
に
お
ば
さ
ん
が
ぼ
う
し
を
落

と
し
た
と
き
、
拾
っ
て
わ
た
し
て

あ
げ
た
ら
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
。

ぼ
く
も
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。

　

ぼ
く
が
、
お
母
さ
ん
と
買
い
物

を
し
た
帰
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
で
車

イ
ス
の
人
に
会
っ
た
。そ
の
人
は
、

障
害
者
優
先
の
駐
車
場
に
健
常
者

の
車
が
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、

遠
く
に
車
を
止
め
て
い
た
。
せ
っ

か
く
優
先
駐
車
場
が
あ
っ
て
も
意

味
が
な
い
。

　

ス
ロ
ー
プ
の
前
に
自
転
車
が
お

か
れ
て
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
が
さ
れ
て
い
て
も
役
に
立
た
な

い
と
き
が
あ
る
。

　

も
っ
と
一
人
一
人
に
気
く
ば
り

や
思
い
や
り
が
あ
れ
ば
、
み
ん
な

が
楽
し
く
く
ら
せ
る
と
思
う
。

　

言
葉
に
す
る
の
は
、
か
ん
た
ん

だ
け
ど
、
実
際
に
す
る
の
は
む
ず

か
し
い
。

　

で
も
、
勇
気
を
も
っ
て
し
な
け

れ
ば
、
楽
し
い
学
校
や
町
に
な
ら

な
い
と
思
う
。

　

ぼ
く
に
出
来
る
こ
と
、
あ
い
さ

つ
、
人
に
や
さ
し
く
す
る
こ
と
、

ま
だ
ま
だ
た
い
し
た
こ
と
は
出
来

な
い
け
れ
ど
、
ひ
と
つ
ず
つ
ぼ
く

に
出
来
る
こ
と
を
ふ
や
し
て
い
き

た
い
。

く
、
お
て
ん
ば
盛
り
の
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
最
優
先
に
。
親
子
で

楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
（
な
ん
だ
ん　

仲
岡
美
佳
）

人
権
作
文
・
優
秀
作
品
紹
介

　
「
ぼ
く
に
出
来
る
事
」

賀
集
小
五
年　

森　

俊
彰

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

▽
対
象　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
青
少
年
や
保
護
者
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
」
に
ご
参
加
を

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
が

深
刻
に
な
る
な
か
で
、「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
大
人

が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
、
見
守
り
な
ど
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す

る
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
を
自
治
会
等
の
各
種
団

体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

37
・
３
０
２
６
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

南
あ
わ
じ
市
選

挙
管
理
委
員
会
委

員
長
代
理
の
宮
地

恒
雄
さ
ん
（
八
木
）

に
六
月
十
四
日
、

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
地
さ
ん
は
、
平
成
八
年
に
三
原
町
選
挙
管
理

委
員
、
同
十
六
年
か
ら
は
委
員
長
に
就
任
し
、
同

十
七
年
南
あ
わ
じ
市
発
足
後
も
、
委
員
長
代
理
と

し
て
長
年
に
わ
た
り
各
種
選
挙
の
適
正
円
滑
な
管

理
執
行
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

八
月
四
日
か
ら
、
大
阪
府
阪
南
市
箱
作
海
水

浴
場
で
行
わ
れ

る
第
六
回
全
日

本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
男
子

選
手
権
に
、
県
大

会
で
優
勝
し
た
上

田
龍た
つ
な
り成
さ
ん
・
真

野
翔し
ょ
う
へ
い
平
さ
ん
ペ
ア

（
三
原
高
校
）
が

出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
九

お
め
で
と
う

日
か
ら
愛
媛
県
伊
予
市
五
色
姫
海
浜
公
園
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
コ
ー
ト
で
開
か
れ
る
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
IN

伊
予
市
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会
に
主
催
者
推
薦
に
よ
り
杉
本
弥み

な

み

奈
美

さ
ん
・
坂
本
有ゆ

り里
さ
ん
ペ
ア
（
三
原
高
校
）、
宮

本
温あ
つ
こ子
さ
ん
・
古
川
育い
く
み美
さ
ん
ペ
ア
（
志
知
高
校
）

が
出
場
。
ま
た
県
大
会
準
優
勝
の
杉
本
佳か

な

み

奈
美
さ

ん
・
福
田
千ち

な

み

奈
美
さ
ん
ペ
ア
（
淡
路
三
原
高
校
）

も
出
場
し
ま
す
。

◆
高
校
陸
上
大
会

　

八
月
二
日
か
ら
佐

賀
県
総
合
運
動
場
陸

上
競
技
場
で
開
か
れ

る
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
陸
上
大
会
の
八
百
ｍ
種
目
に
久
我
ア

レ
キ
サ
ン
デ
ル
さ
ん（
三
原
高
校
）が
出
場
し
ま
す
。

　

久
我
さ
ん
は
、
県
大
会
、
近
畿
大
会
に
好
成
績

を
収
め
今
回
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

◆
中
学
校
相
撲
大
会

　

八
月
五
日
か
ら
国

技
館
で
開
か
れ
る
全

国
中
学
校
相
撲
選
手

権
大
会
に
、
県
大
会

準
優
勝
の
斉
藤
有ゆ
う
や弥
さ
ん
（
三
原
中
学
校
）
が
出

場
し
ま
す
。

　

樫
本
律
さ
ん
（
北
阿
万
）
に
環
境
保
全
功
労
者

知
事
表
彰
が
六
月
五
日
、
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

樫
本
さ
ん
は
、昭
和
五
十
八
年
か
ら
現
在
ま
で
、

町
内
会
や
老
人
会
役
員
等
で
環
境
美
化
活
動
を
推

進
。
ま
た
平
成
十
一
年
に
は
南
淡
町
花
づ
く
り
交

流
会
を
設
立
し
、
グ
ル
ー
プ
間
の
情
報
交
換
や
研

修
会
を
開
催
し
、
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

2007.8.1発行

親
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

心
地
よ
い
マ
リ
ン
バ
の
生
演
奏
に
包
ま
れ
る

　

神
戸
新
聞
社
が
展
開
す
る
子
育

て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
す
き
っ

ぷ
サ
ロ
ン
親
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
七
月
十
二
日
、
働
く

婦
人
の
家
で
、
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
阪
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
女
性
二
人
グ
ル
ー
プ
の

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
「
ス
ピ
ナ
ッ
チ
ェ
」
が
、
マ
リ

ン
バ
で
幅
広
い
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
、
子
ど
も
に
人
気
の
あ
る
ア

ニ
メ
曲
や
、
な
じ
み
の
あ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
な
ど
の
演
奏
を
披
露
。

　

参
加
し
た
乳
幼
児
と
保
護
者

百
六
十
人
は
、
打
楽
器
の
軽
快
で

心
地
よ
い
リ
ズ
ム
に
、
手
拍
子
を

亀
岡
浄
曲
会
が
萬
勝
寺
で
開
催

「
涼
み
浄
瑠
璃
」
約
40
年
ぶ
り
に
復
活

▲マリンバの軽快なリズムに包まれる館内

▲三善秀夫さん、まど香さん親子の共演

　

夏
の
夕
べ
を
風
情
に
過
ご
し
て

も
ら
う
と
浄
瑠
璃
語
り
愛
好
家
ら

で
作
る
「
亀
岡
浄
曲
会
」（
榎
本

千
秋
会
長
）
が
七
月
七
日
、
萬
勝

寺
（
阿
万
）
で
「
涼
み
浄
瑠
璃
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

淡
路
巡じ

ゅ
ん
せ
ん遷

辨べ
ん
ざ
い
て
ん

財
天
（
回
り
弁

天
）
を
迎
え
て
い
る
同
寺
の
虫
干

大
祭
行
事
に
協
賛
。
当
日
、
会
場

満
席
の
約
二
百
人
が
詰
め
掛
け
ま

し
た
。

　
「
涼
み
浄
瑠
璃
」
は
、
か
つ
て

淡
路
の
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

宮み

や

ち地
恒つ

ね

お雄
さ
ん
に
全
国
表
彰

広報 

▲台風４号の漂着ゴミを拾う生徒たち（刈藻海岸）

▲宮地さん

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
防
災

関
係
機
関
が
一
同
に
集
ま
っ
て
実

践
的
な
訓
練
を
図
る
こ
と
で
相
互

の
連
携
を
強
化
し
、
災
害
対
応
能

力
の
向
上
を
行
う
「
合
同
災
害
警

備
訓
練
」
が
七
月
七
日
、
三
原
川

河
川
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
南
あ
わ
じ
警

察
署
、
市
消
防
団
、
淡
路
広
域
消

防
南
淡
分
署
か
ら
約
六
十
人
。

　

台
風
接
近
の
集
中
豪
雨
で
三
原

川
が
氾
濫
、
川
の
上
流
に
い
た
通

行
人
二
人
と
車
両
内
に
一
人
濁

流
に
の
ま
れ
た
と
の
設
定
で
の
訓

練
。
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
取

夏
の
災
害
に
備
え
、
救
助
訓
練

を
署
員
が
救
助
、
浜
で
応
急
手
当

を
し
て
救
急
車
で
運
ぶ
、
と
い
う

も
の
。
こ
の
後
、
参
加
者
全
員
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
法
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
で
は
「
夏
休

み
は
水
に
接
す
る
機
会
が
多
い
の

▲おぼれた男性を救助する警察署員

▲川の上流に残された被災者（マネキン）を救出
　する消防団員

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
で
は
、
水
の

事
故
に
す
ば
や
く
対
応
で
き
る
よ

う
七
月
二
日
、
水
難
救
助
訓
練
を

慶
野
松
原
海
水
浴
場
で
行
い
ま
し

た
。

　

毎
年
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
控
え

た
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
や

近
隣
の
宿
泊
施
設
の
従
業
員
も
参

加
、
連
携
し
て
安
全
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
海
で
溺
れ
て
い
る
男
性

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
浸
水

や
冠
水
に
備
え
て
土ど
の
う嚢
を
積
む
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、

地
域
社
会
へ
の
感

謝
の
心
を
育
も
う

と
二
十
二
年
前
か

ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
活
動
。
全
校

生
徒
二
百
二
十
三

人
が
約
二
時
間
か

け
て
、
草
引
き
や

ゴ
ミ
集
め
を
し
ま

し
た
。

　

刈か
る
も藻

海
岸
（
福

良
）
で
は
、
福
良

保
健
衛
生
推
進
協

議
会
の
方
と
一
緒

に
、
七
月
十
五
日

に
接
近
し
た
台
風

四
号
の
漂
着
ゴ
ミ

な
ど
を
拾
い
集
め

て
い
ま
し
た
。

で
、
海
辺
で
の
レ

ジ
ャ
ー
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
」
と

水
難
事
故
の
防
止

を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

志
知
高
校
生
が
清
掃
奉
仕

地
域
社
会
へ
感
謝

　

志
知
高
校
の
清
掃
奉
仕
活
動
が

七
月
十
九
日
、
市
内
公
共
施
設
な

ど
十
四
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲写真前列左から杉本（弥）さん、坂本さん、杉本
　（佳）さん、福田さん。後列左から真野さん、
　上田さん、中田市長、宮本さん、古川さん

　

海
や
川
で
の
人
命
救
助
を
訓
練

　

台
風
や
自
然
災
害
に
備
え
て

▲めだかを放流する子どもたち

い
た
納
涼
行
事
で
し
た
が
、
昭
和

四
十
年
ご
ろ
に
途
絶
え
て
い
ま
し

た
。
約
四
十
年
ぶ
り
復
活
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
人
間
国
宝
の
義
太

夫
節
三
味
線
保
持
者
・
鶴
澤
友
路

師
匠
も
特
別
出
演
。
師
匠
を
含
む

八
組
の
義
太
夫
と
三
味
線
弾
き
が

取
っ
た
り
口
ず
さ
ん
だ
り
し
な
が

ら
、演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

い
川
に
地
域
の
子

ど
も
四
十
人
と
、

千
匹
の
め
だ
か
を

放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
め
だ
か

の
産
卵
に
必
要
な

水
草
を
池
に
移
植

し
た
り
、
外
敵
か

ら
身
を
守
る
た
め

土
管
な
ど
を
沈
め

ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
川
の

水
の
中
で
泳
い
で

い
る
め
だ
か
は
、

人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
後
、
子

ど
も
ら
は
地
元
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

ら
の
指
導
で
ヨ
ッ

ト
セ
ー
リ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

熱
演
し
ま
し
た
。

若
い
出
演
者
や

親
子
の
共
演
も
あ

り
、
場
内
を
沸
か

せ
、
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

上
幡
多
地
区
ふ
れ
あ
い
川

き
れ
い
な
川
で
め
だ
か
を
放
流

　

農
地
や
農
業
用
水
な
ど
を
適
切

に
保
ち
、
環
境
保
全
や
活
性
化
に

努
め
て
い
る
上
幡
多
農
地
水
環
境

保
全
推
進
委
員
会
は
上
幡
多
子
供

会
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
、
七

月
二
十
二
日
、
同
地
区
の
ふ
れ
あ

▲久我さん

全
国
大
会
へ
出
場

樫
本
律

た

だ

し

さ
ん
に
知
事
表
彰

▲斉藤さん
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夏
バ
テ
解
消
に
、
淡
路
手
延
べ
素そ

う

め

ん麺

　

い
ず
み
会
は
、
日
々
「
食

育
」
の
担
い
手
と
し
て
、
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
南
あ
わ

じ
市
民
を
対
象
に
、
食
育
普
及

活
動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
で
料

理
教
室
を
し
て
い
る
と
、
段
々

顔
を
覚
え
ら
れ
て
き
て
、
ス
ー

パ
ー
で
会
っ
た
時
「
い
ず
み
会

の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ま
た
料
理
教

え
て
な
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
す
る
の
が
一
番
う
れ
し
い

で
す
。

　

こ
の
夏
休
み
に
は
、
市
内
各

公
民
館
で
小
学
生
を
対
象
に
行

う
わ
ん
ぱ
く
塾
で
「
朝
ご
は
ん

を
食
べ
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
料
理
体
験
教
室
を
十
二
回
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
活
動
し
て
い
て
、
特
に

若
い
世
代
を
中
心
に
朝
ご
は
ん

を
作
っ
て
、
食
べ
る
時
間
が
な

い
家
庭
が
増
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
簡
単
な
料
理
実

習
で
は
、
自
分
で
朝
ご
は
ん
を

作
っ
て
食
べ
る
小
学
生
を
増
や

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

す
べ
て
の
年
代
に
食
育
を
広
げ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会

広報 

▲子どもたちへの食育講座

淡
路
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
10
周
年
記
念
事
業

「
救
え
！
10
年
後
の
地
球
」
ポ
ス
タ
ー

　

福
良
の
手
延
べ
素
麺
作
り
は
、

江
戸
時
代
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

地
の
気
候
風
土
が
適
し
て
い
た
の

に
加
え
、
関
西
と
四
国
を
結
ぶ
交

通
の
要
所
で
も
あ
り
、
漁
業
者
の

副
業
と
し
て
発
達
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

製
法
は
、
小
麦

粉
を
練
り
合
わ
せ

た
後
、
食
用
植
物

油
を
塗
布
し
な
が

ら
順
次
引
き
伸
ば

し
て
丸
棒
状
の
麺

に
し
ま
す
。
麺
を

細
く
仕
上
げ
る
た

め
に
何
度
も
「
よ

り
」（
麺
を
ね
じ
っ
て
伸
ば
す
こ

と
）
を
か
け
る
手
延
べ
素
麺
に

は
、
グ
ル

テ
ン
と
呼

ば
れ
る
た

ん
ぱ
く
質

が
多
く
含

ま
れ
、
栄

養
価
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

他
産
地
で
は
機
械
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
寒
冷
な
季

節
に
、
昔
な
が
ら
の
製
法
で
大
量

生
産
せ
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
に
目
が

行
き
届
く
よ
う
に
麺
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
品
質
や
お
い

手
作
業
で
素
麺
を
伸
ば
し
、
白
糸
の
よ
う
な
極
細
に
仕
上
げ
る

し
さ
は
、
全
国
の
素
麺
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
素
麺
は
、
麺
を
作
っ
て
す

ぐ
食
べ
る
よ
り
何
年
か
寝
か
せ
た

ほ
う
が
熟
成
し
、
美
味
し
く
な
り

ま
す
。
一
年
以
上
寝
か
す
と
、
麺

内
の
酵
素
の
働
き
に
よ
っ
て
油
気

が
ぬ
け
、
麺
が
し
ま
り
コ
シ
が
強

く
な
り
ま
す
。
こ
の
熟
成
し
た
麺

を
「
古
物
（
ひ
ね
物
）」
と
い
い

ま
す
。

　

夏
は
食
欲
が
減
退
気
味
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
よ
く
冷
え
て
喉
ご

し
や
さ
し
い
、
栄
養
価
の
豊
富
な

素
麺
で
、
夏
バ
テ
解
消
と
い
き
た

い
も
の
で
す
。

南あわじ市いずみ会
◆代表者　登里倭江
◆会員数　461人（51グループ）
◆活動場所　南あわじ市内
◆連絡先　健康課☎44-3004

　

私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し

く
食
事
の
大

切
さ
な
ど
を

勉
強
し
た
り
、

地
域
の
健
康

づ
く
り
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

県
民
局
長
賞

　

大
橋
由
佳
（
市
小
学
校
４
年
）
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